KL-H30 

巧巧説明書 

保証書別添 



本機をご使用になる前に、必ず本書の「安全上のご注意」 
をお読み < ださい。 

本書はお読みになった後ち、大切に保管してください。_ 

RJA 5112(36-1 


ち全上のご注意 


このたびは、本機をお買い求めいたださまして、誠にあ 


CASIO. 


給表示の例 

A ^記号は「気をつけるべさこと」を意昧していま 
す。（左の例は感電注意） 


りびとラございます。 

-ご使用の前に、「安全上のごを意」をよくお読みのうえ、 
正しくお使いください。 

• 本書はお読みになった後ち大切に保管してください。 


處 


S ) 記号は「してはいけないこと」を意昧していま 
す。（左の例は分解禁止） 

•記号は「しなければならないこと」を意昧してい 
ます。（左の例はプラグをコンセントから抜く） 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正 
しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意昧は次のよラになっています。 


/!\ 筒埃 

この表示を無視して誤った取扱いをす 
ると、人び死 t または重傷を負う危険 
び差し迫って生じることび想定される 
内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをす 
ると、人び死 t または重傷を負う危険 
び想定される内容を示しています。 

A ま意 

この表示を無視して誤った取扱いをす 
ると、人び傷害を負う危険び想定され 
る内容および物的損害のみの発生び想 
定される内容を示しています。 


_ A を険_ 

アルカリ電池について 

A アルカリ電池からわれた液び目に入ったとき 
I は、すぐに次の処置を行ってください。 

1 . 目をこすらずにすぐにきれいな水で洗い流す。 

2. ただちに医師の治療を受ける。 

そのままにしておくと失明の原因となります。 


盤化 
言口 

煙、臭い、発熱などの異常について 

煙び出ている、へんな臭いびする、発熱している 
一 などの異常状態のまま使用しないでください。そ 
のまま使用すると、乂災•感電の原因となりま 
す。すぐに次の処置を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. プラグをコンセントから抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ • 
サービスステーシヨンに連絡する。 



























































A 警告 

AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、火災-感電の 
原因となります。次のことは必ずお守りくださしん 
A •必ず本機専用の別売品 ( AD - A 951 日 OIJ ) を使 
W 用する 

• 電源は、 AC ] 日日 V (己日/目日 Hz ) のコンセント 
を使用する 

• 1つのコンセントにいくつもの電気製品をつ 
_なぐ、いわゆるタコ足配線をしない_ 

AC アダプターについて 

電源コードは使いかたを誤ると、傷びついたり 
破損して、乂災•感電の原因となります。次の 
ことは必ずお守りください。 

^ •重いわのを乗せたり、加熱しない 
^ •加工したり、無理に曲げない 

•ねじったり、引っ張ったりしない 
Q •電源コードやプラグび傷んだらお買い上げの 
W 販売店またはカシオテクノ-サービスステー 
シヨンに連絡する 
AC アダプターについて 

(» 濡れた手で電源コードやプラグに触れないでく 
^ださぃ。 

感電の原因となります。 


A 警告 

電池について 

電池は使いかたを誤ると液われによる周囲の巧 
損や、破裂による火災-けびの原因となりま 
す。次のことは必ずお守りください。 

•分解しない、ショートさせない 
•加熱しない、乂の中に投入しない 
-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない 
-種類の違う電池を混ぜて使用しない 
• 充電しない 

A •極性 （+ と一の向さ）に注意して正しく入れる 


乂中に投入しない 

本機を乂中に投入しないでください。破裂によ 
^る火災-けびの原因となります。_ 

水、異物はさける 

^水、液体、異物(金属片など)び本機内部に入る 
と、乂災•感電の原因となります。すぐに次の 
処置を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. プラグをコンセントから抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ • 
サービスステーシヨンに連絡する。 


A 警告 

分解-改造しない 

本機を分解-改造しないでください。感電•や 
W けど•けびをする原因となります。 

内部の点検-調整-修理はお買い上げの販売店 
またはカシオテクノ-サービスステーションに 
ご依頼ください。 

落とさない、ぶつけない 

(〇本機を落としたとさなど、破損したまま使用す 
^ると乂災•感電の原因となります。すぐに次の 
処置を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. プラグをコンセントから抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ- 

_ヴービスステーションに連絡する。_ 

袋をかぶ！5ない、飲み込まない 

(〇本機び入っていた袋をかぶったり、飲み込んだ 
^りしないでください。窒息の原因となります。 
特にルさなお子様のいるご家庭ではごま意くだ 
さい。 


A 警告 

電子レンジでの加熱に使う容器にはラベルを 
貼！5ない 

(55 電子レンジでの加熱に使用する容器には、ラべ 
^ルを貼らないでください。ラベルに使用してい 
る材質に金属び含まれているため、電子レンジ 
で加熱すると発乂ゃ乂傷の原因となります。ま 
た、ラベルを貼ったものび変形することびあり 
ます。 

































A ま意 

AC アダプターについて 

AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災•感電 
の原因となることびあります。次のことは必ず 
お守りください。 

^ .ス I ^ー ブ等の熱器具に近づけない 
^ •プラグを抜くときは、電源コードを引っ張ら 
ない(必ず AC アダプター本体を持 って 抜く） 
A - AC アダプターのプラグはコンセントの奥まで 
U 確実に差し込む 

•旅行などで長期間使用しないときは、 AC アダ 
プターのプラグをコンセントから抜く 
•使用後は本体の電源スイッチを切り、 AC アダ 
プターのプラグをコンセントから抜く 
- AC アダプターのプラグの刃と刃の周辺部分に 
ほこりびたまらないように、コンセントから 
抜いて、年]回(上清掃する 


A 注意 

電池について 

電池は使いかたを誤ると液われによる周囲の巧 
損や、破裂による火災-けびの原因となること 
びあります。次のことは必ずお守りください。 
Q •本機で指定されている電池外は使用しない 

A •長時間使用しないとさは、本機から電池を取 
^ _り出しておく _ 

不安定な場所に置かない 

^ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定な 
場所に置かないでください。落ちたり、倒れた 
_りして、 J ブびの原因となることびあります。_ 

置さ場所について 

® 本機を次のような場所に置かないでください。 
火災-感電の原因となることびあります。 

•湿気やほこりの多い場所 
-調理台のそばなど油煙び当たるような場所 
•暖房器具の近く、ホットカーペットの上、直 
射曰光びあたる場所、炎天下の車中など本機 
び高温になる場所 

重いものを置かない 

® 本機の上に重いわのを置かないでください。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけびの 
原因となることびあります。 


A 注意 

表示画面について 

液晶表 7 J \ 画面を強く押したり、強い衝撃を与 
えないでください。液晶表示画面のガラスび 
割れてけびの原因となることびあります。 

• 液晶表示画面び割れた場合、表示画面内部の 
液体には絶対に触れないでください。皮膚の 
炎症の原因となることびあります。 

•万一、□に入った場合は、すぐにラびいをし 
て医師に相談してください。 

•目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清ミき 
な流水で最低1日分上洗ミきしたあと、医師に 
_相談してください。_ 

大切なデータは控えをとる 

〇 本機に記憶させた内容は、ノートに書くなどし 
て本機とは別に必ず控えを残してください。本 
機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内 
容び消えることびあります。 


八注意 

乾電池のセットおよび乾電池交換時の注意 

^本機電池収納部内の電池バネには、鋭利な部分 
びあります。 r 乾電池をセットするとさ」や r 乾電 
池を交換するとき」には、電池バネには触らない 
でください。指を切るおそれびあります。 



テレビ-ラジオのそばでのご使用について 


この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に 
基づ<クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用するこ 
とを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


. 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 

. 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一不審な 
点や誤りなど、お気付さのことがありましたらご連絡ください。 

. 本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。ま 
た、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社に無断では使 
用でさませんのでご注意<ださい。 

. 万一、本機使用により生じた損害、逸失利益または第兰者からのいか 
なる請求についても、当社では一切その責任を負えませんので、あら 
かじめご了承ください。 

. 故障、修理、電池消耗等に起因する文章の消失による、損害および逸 
失利な等につさまして、当社では一切その責任を負えませんので、あ 
らかじめご了承ください。 










































3 章で字の入れかた 


目次 


安全上のご注意 . 表紙の裏 

この取扱説明書の読みかた . 8 

こんなことがでさます . 9 

本機を使う前に . 12 

とりあえずラベルを作ってみましょう . 16 

各部のなまえ . 16 

付属の定規を活用しましょう . 17 

乾電池をセットする . 18 

テープカートリッジをセットする . 19 

メモリーの初期化をする . 20 

なまえラベルを作りましょう . 21 

用途別ラベルを作りましょう . 22 

電源を入れる•切る . 2曰 

キーのはた5き . 26 

画面の見かた . 26 

カーソルのはた5きと動かしかた . 27 

操作の進めかた . 27 


2章本機の基本操作 


文字の入れかたを覚える . 

練習しよう . 

□—マ字入力？それともかな入力？ . 

□ーマ字入力とかな入力を切り換える . 

文字キーの使いかた . 

□ーマ字入力のとさ . 

かな入力のとき . 

ひ5がな•カタカナを入れる . 

ひらびなを入れる . 

カタカナを入れる . 

いろいろな文字の入れかた . 

漢字を入れる . 

文章を入力してから変換する . 

同音異義語を変換する . 

漢字1文字ずつ変換する(単漢字変換） . 

まと& . 

アルファベットや数字を入れる . 

アルファベットの大文字を入れる . 

アルファベットのル文字を入れる . 

数字を入れる . 

記号を入れる . 

キーに記されている記号 . 

その他の記号 . 

絵文字を入れる . 


文字を間違えたとさは 

間違った文字を消す- 
間違った文字をなおす 
文字び抜けていたら… 

すべての文字を消すには 






••••••••••••• 




••••••••••••• 


40 

40 

41 

42 

43 


4章本機のデータを利用して作る 


持ち物に貼るラベルや用途別ラベルを 
作ってみましよう . 44 

なまえラベル . 44 

整理-収納ラベル . 44 

ガーブ'ニンクフべル . 44 

用途別ラベル . 4己 

ス U ムフオーマツトラベル . 4 己 

なまえラベルを作る . 46 

なまえを登録して手軽に印刷する . 46 

全員のなまえをつづけて印刷する . 46 

他の文字と組み合わせて印刷する . 47 

文字入力画面になまえを呼び出す . 47 

なまえを変更する . 48 

登録したなまえを消す . 48 

こんな作りかたもあります . 49 

整理-収納ラベルを作る . 曰0 

印刷する . 50 

文字入力画面に項目を呼び出す . 己] 

ガーデニングラベルを作る . 51 


印刷する . 52 

文字入力画面に項目を呼び出す . 己3 

用途別ラベルを作る . 曰4 

ビデオタイトルを作る . 54 

フオーマツトを使って作る . 己 4 

サンプルの内容を修正しなびら作る . 己6 

スリム フオーマツ トラベルを作る . 曰9 

自分だけのデザインでラベルを 

作ってみましよう（フリーラベル） . 62 

2行のラベルを作る . 64 

夕章をブ□ツクに分ける . 6曰 

文章をブ □ツク で分けるには . 65 

ブ□ツクでラベルをステキにしよう！ . 65 

書体（フオント）を変える . 66 

アレンジ機能で書体を変える . 66 

こだわり機能で書体を変える . 66 

で字体を変える . 67 

アレンジ機能で文字体を変える . 67 

こだわり機能で文字体を変える . 67 

夕字の大きさを変える . 68 

アレンジ機能で文字の大きさを変える . 69 

こだわり機能で文字の大ささを変える . 69 

夕字にかざりをつける . 71 

指定した文字かざりを取り消す . 73 


1章 - 2章 - 3章 


8811111222344己己677778889 
223333333333333333333333 




































































































9 章付録資料集 


□—マ字入力一覧 . 106 

記号-絵文字-フレームー覧 . 108 

内蔵漢字一覧 . 110 

整理•収納項目一覧 . 114 

ガーデニング項目一覧 . 116 

用途別ラベル フォーマッ トー覧 . 118 

用途別ラベルヴンプルー覧 . 120 

スリムフォーマットー覧 . 122 

フアンシーフォーマットー覧 . 122 

クラフトシールフォーマットー覧 . 122 

本機のネリ期設定 . 124 

仕様 . 124 

別売品一覧 . 126 

ご使用上の注意 . 129 

目的別さくいん . 130 

項目別さくいん . 132 

保証•ア フターヴー ビス . 137 

カシオお客様ご相談窓 □. 137 

カシオテクノ•サービスステーション . 137 


この取扱説明書の読みかた 


-マークの 意味- 


重要^‘操作を進めていくうえで、欠かすことのでさないミち意事項や制限 
& 事項などび掲載されていることを示します。 

知っておくと役にたつ情報や、そこで説明されていることとは少 
し違った使いかたなどび紹介されていることを示します。 

房^ほかのページでさらに詳しく説明されていることを示します。 

-キーの表記について- 


f I W が日し1しーレ I 、 

参本文中では、操作手順の中で使ラキー(ボタン)を CIS や®!)などの 
ように表記しています。 

d dD を巧したあとに続けて尾置)を巧ずときの表記 

少 

CIDCIE ) と巧しまず。 

参本機のキーの上(または下)に「歷©と同じ色」で書かれている機能（に 
だわり」や r 文削除」など）を使ラには、歷©を巧したあとに続けて 
「儒需)と同じ色 I で書かれている下(または上)のキーを巧します。 

圆「こだわり」機能を使うときの表記 

( MM ) 透鼓と巧しまず。 

参操作手順の中で、「应）四〇〇を巧して…」と表記されてしぶと 
きは、 ©©( DCD のどれかを巧してください。4つのキーすベて 
を巧す必要はありません。 

※本機の通常の操作では複数のキーを同時に巧すことはありません。な 
お、複数のキーを同時に押す場合は、「〜と…をいっしょに押しなび 
、 ら」などの表現を用います。_ * 

※本文中の印刷例や表示画面などは、実物と多少異なる場合があります。 


文字にフレームをつける . 74 

アレンジ機能でフレームをつける . 74 

こだわり機能でフレームをつける . 75 

フレームのついた文字をもとに戻す . 76 

縦書きのラベルを作る . 76 

(ょこ/たて) を巧して縦書き(しする . 76 

こだわり機能で縦書きにする . 77 

う5おもてが逆さまなラベルを作る . 78 

ラベルの長さをミ夫める . 78 

ラベル全体の長さを自由に決める . 78 

ブロックの長さを基準にラベル全体の 

長さを決める . 80 

決めたラベルの長さを取り消すとさは . 81 

決めたブ□ックの長さを取り消すときは ••••• 81 

文字と文字の間隔をミ夫める . 82 

で字のバランスを整える . 82 

を白の長さをミ夫める . 83 

ブ□ックとブ□ックの間隔をミ夫める . 84 

どんなラベルになるのかを画面で見る . 8曰 

印刷イメージを見る . 85 

印刷レイアウトを見る . 8己 

自分でデザインしたラベルを印刷する . 86 

テープを白紙で送る . 87 

フアンシーラベルを作る . 88 


クラフトシールを作る . 90 

定型 フ オーマッ ト/スリムフ オーマッ トラベルを 

登録する.呼び出す.消す . 93 

ラベルを登録する . 93 

ラベルを呼び出す . 93 

登録したラベルを消す . 94 

自分でデザインしたラベルを 
登録する.呼び出す.消す . 9曰 

ラベルを登録する（メモリー) . 95 

ラベルを呼び出す . 9己 

登録したラベルを消す . 96 

故障かな？ と思った5 . 97 

こんなメッセージび出てをた！5 . 99 

キレイに巧刷されないとさは . 101 

「電池残り少」と画面に出た！5 . 102 

別売のアダプターを使うには . 103 

設定を変えたいときは . 103 

ブヴー音を消したい . 103 

基本書体を変えたい . 104 

基本余白を変えたい . 104 

画面の明るさを変えたい . 105 

印刷の濃さを変えたい . 105 


この取扱説明書の読みかた 






























































































I フアンシーラべル 


C^o 做でわろゆりか 



1た2度 
み川ェ呈 


圓クラフトラベル 



をなかめ<み 



わたなぺちさと 



次のような手順で、本書をご利用ください。 

第 1 覃本機の使いかた ] 2 ページ） 

A 

第 4 量本機のデータを利巧して巧る （ >> 44 ページ） 
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こんなことがでをます 

本機では、くらしの中ですぐに使えるラベルの内容や、身の回りの整理整頓 
に役立つラベルの内容びあらかじめ記憶されています。 

そのまま印刷してを、自分流に変更して印刷することをでさます。 

また、自分で作ったラベルを自由にアレンジして、才 U ジナルラベルを作る 
ことをでさます。 

なまえラベルも簡単に作れまず！ 1 


■ガーデニングラベル 


アサガス 
Carnation 


自分だけのオリジナルラベルも自由自在！ ) 

おめで^ 5 アニタちやん I 


みいちごジャム Q わいしいぶ f リ 


ド つ た B 3 

H 1 5. 9* 23 

りんごのジかムゎいしいょ J 



こんなラベルを作るには 


I 次のような手順で、本書をご利用ください。 I 

I 第 1 覃本機の使いかた ( ィ ] 2 ページ） I 

I 第己量自分だけのデザインで巧るロリーラべル ) US 2 ぺージ） I 

I_I 


■なまえラベル 



ふじわらのりこ 


ふじわらゆ LJ か 

C すぐに使えるラベルは、本機の中に記憶済み！） 


薑理-収納ラベル 


チ U パウブー 



ミ肖し二 r ム 


〔フオーマットを選んで文字を入れるだけ！1 

■用途別ラベル 

用途別ラベルでは、あらかじめ用意されたサンプルやフオーマットを 
使って、ラベルを作ることびでさます。 


哦お眼 e 冲 K 丄い—反逍 


ヴり一つアドバイヴー 

巧巧野美登里 


■スリムフ オー マット 

MD や CD - R 用の幅の狭い背ラベルを作ることびできます。 


[best hit 3 レホシ 3 ：/ド 5 イブ M I 
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こんなラベルを作るには 


こんなことができます 


こんなことができます 



























































































MEMO 
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本機をほう前に 


ここでは、 

♦本機を買ったあとで必ず行わなければな！5ないこと 
•ラベルを作ってか！5印刷するまでの大きな流れ 

について、紹介しています。 


本機をはじめて使ラかたは、ここをさ 
ちんと読んで、本機でラベルを作ると 
さの流れをつかみましよラ。 




①箱の中身を確認 


ずる^ 

I 、ぉ買ぃ尸 


ちゃんとそろっていますか^ 

ちしそろっていなかったら、 

上げの販売店か、巻末のカシオテク 
ノ-サービス ステー シヨンにご連絡 
<ださい。 



詳しくは] 7 ページ 




















これは、本機を買って、はじめてお使い 
なるとをだけの操作です。 
r 初期化」をすると、本機に記憶させたデー 
夕び全部消えてしまいます。 



まいに ム _ 

たデー く三 ==- 


まだまだ続さますイ 
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本機でラベルを作るとさは、下のよラにいろいろな作りかたびあります。 

このあとのページでは、 「なまえラベル」 と r 用途別ラベル」 を作ってみましよラ。 


⑥ラベルを作る 


なまえラベル 

ドよまえ） 

A 


なお.撰が1 


た< や 


整理-収納ラベル 

虐理•収納） 



秋冬衣類 


定型 フオーマット 
(用途別ラベルなど） 

f 定型フォ-マット） 

A 




腮巧巧のをストうイカー别も 


フリーラベル 

ラベルの長さや文字の配置 
などを自由にみめることび 
でさます。 




白.化 ■ 


りんごのジヤ厶お、’しいよ 


46ぺージ 


己0ぺージ 


己4ぺージ 


62ぺージ 
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本機を使う前に 


本機を使ぅ前に 























































































使 


前 



詳しくは86ページ 詳しくは86ページ 


詳しくは86ページ 
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1 


の 

な 

ま 

元 


とりあえずラベルを作つてみましよう 

ここからのページで、一通りラベルを作ってみましよラ。 

「箱の中身を確認する」 ところから、 「なまえラベル」 r 用途別ラベル」 を作 

るところまでを説明していますので、練習してみましよう。 

V J 


各部のなまス 


テープカートリッジ収納部 

確認窓からテープの種類や残 




AC アダプター 接続端子 

別売の専用 AC アダプタ ー AD - A 9 已100 IJ を接続しま 
す。 
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付属品を確認しましょう 

ご使用になる前に、 UTF のよラな付属品びそろっているかどラかを確認 
して < ださい。 


単3形アルカリ 
乾電池目本 

^ 1 ^ 11^1 


•テープカートリッジ1個 • 取扱説明書 
•保証書 



• クラフトシール用 • クラフトシール 

力ートリツジ1個 （1 シート） 


•収納ケース 




本機を収納した状態で収納ケースを落下しますと、ケースが割れたり 
猶 本機が故障したりするおそれがありますので、持ち運び等の際にはま 
意してください。 


巧電池をセツトする 

本機をはじめて使うときは、本機といっしょに入っていた乾電池をセツ 
卜します。 


V 

重要ソ/ 


必ずアルカリ乾電池を使用してください。 


1本機: 


あう5にして、乾霞也カバーをイ 
卜のようにはずしまず。 




♦ 情池残り少」と画面に表示されたときは新しい乾電池をセツトしてください。 
「電池残り少」と画面に出たら （-»] 02ページ） 




•別売のアダプター ( AD - A 9 已1001 J ) を利用すると、乾電池をセツトしな 
くても、本機を使うことびできます。 

別売のアダプターを使ラには(イ103ページ） 
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A 筒埃 


参アルカリ電池か5ちれたアルカリ液が目に入ったときは、すぐに次の処 
置を行ってください。 

1. 目をこすらずにすぐにきれいな水で洗い流す。 

2. ただちに医師の治療を受ける。 

そのままにしておくと失明の原因となります。 


A 警告 


♦電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲の巧損や、破裂による乂災 • 
けがの原因となります。次のことは必ずお守りください。 

-分解しない、ショートさせない。 

• 加熱しない、火の中に投入しない。 

-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

-種類の違う電池を湿ぜて使用しない。 

• 充電しない。 

-極性（©と © の向き）にミ主意して正しく入れる。 


A 注意 


♦電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲の巧損や、破碧による火災 ’ 
けがの原因となることがあります。次のことは必ずお守りください。 

. 本機で指定されている電池 I ソ外は使用しない。 

-長時間使用しないときは、本機から電池を取り出しておく。 


•本機電池収納部内の電池パネには、鋭利な部分があります。「乾電池 
をセツトするとき」や愼電池を交換するとき」には、電池パネには触 
5ないでください。指を切るおそれがあります。 



付属の電池は、工場出荷時より微少な放電による消耗び始まっていま 
す。そのため、製品の使用開始時期によっては、所定の使用時間に満た 
ないラちに寿命となることびあります。あらかじめご了承ください。 


付属の定規を活用しましよ3 

貼りたいをのの大ささに合ったラベルを作りたい一そんなとさは、本機 
に付属の定規を使って、最適なテープ幅を選び、ラベルの長さをまめて 
から、ラベルを作成しましよう。 

※定規はあくまでを目安であり、ラベル作成用にのみお使いください。 




本機か5定規を取り外すには 



図のように両手でひきあげるようにして、定規を外します。 


定規を本機にセツトするには 


図のように目盛り側を先に本体に差し込んでから、手前についているフッ 
クを上から指で押すようにしてはめ込みます。 



乾電池をセットする 


各部のなまえ/付属の定規を活用しましよラ 


















































































テープカート u ツジをセツトする 


幅び 3 .己 mm 、 目 mm 、9 mm 、 

1 2 mm 、 1 8 mm 、24 mm のテープび 
使えます。 

※使用でさるテープの種類は、別売品一覧 
でご確認ください。2目ページ） 



■ ープカートリツジをセツトする 


重要^/ 


テープカートリッジをセットするとさは、電源を切っておさます。 

) を巧して、電源を切りまず。 


2 


収納部開閉ボタンを巧して、カバー 
を開けます。 

収納部開閉ボタンは、カノ（一び開いた状態で 
は押すことびでさません。 

テープカートリツジについているス 
トツ八をはずしまず。 


テープの先び巧れ巧びつていないこと 
を確かめまず。 

テープの先び折れ巧びっていたら、八サミで巧 
びつた部分を切ってください。 



g カバーを閉めまず。 

重要， • カチッと音がするまでしつかりと力 
が バーを閉めてください。 

• テープカートリッジをセットしたら、 
テープを弓 I さ出したり押し込んだりし 
ないで < ださい。 

テープカッターを下に巧して、余分 
I りなテープを切りまず。 

重要、^/テープをカットするときは、 必ずカバ~ 
g 7 を閉じてください。カバーを開けたまま 
テープをカットすることはでさません。 

カッターに触れないように注意してくだ 

が 別、。 





r ■ 


-ープカートリツジ収納部のカバーについて 


テープ カート U ッジ収納部のカバーびはずれた 
場合、図のように再セットしてください。この 
とさ、カバーのツメを破損しないよラにミち意し 
て < ださい。 



1 






テープびテープガイドにさちんと 
つているか確かめまず。 

テープガイドからはずれているときは、イラ 
ストのよラにテープの先をテープガイドに通 
して < ださい。 

0テープを約 3 cm 引さ出します。 

重要，•一度引さ出したテープを戻すことはで 
さません。 

-無理に引さ出さないでください。イン 
クリボンが切れるなど、故障の原因に 
なります。 

7 インクリボンがたるんでいないか、 
確認します。 

重要，^/インクリボンびたるんだままテープカー 
が トリッジをセットすると、インクリボン 
が切れるなど、故障の原因になります。 


8 



テープカートリッジをセットしまず。 

テープとインク U ボンびプ IJ ンターへッドとゴ 
ム□ーラーの間を通るように真上からおろしま 
す(ち図)。テープカート U ッジはカチッと音び 
するまで下に押し込んでください。 

重要，^'ななめに入れると、正しくセットされ 
が ず、リボン切れの原因となります。 



テープの先を通路に通す 




インクリボンびたるんでいた5、たるみをとります 


インク IJ ボンびたるんでいたら、 a のよラに、ち 
上の軸をえんぴつなどで矢印方向に回します 。 b 
の方向に左下の軸び回りはじめるまでち上の軸 
を回して < ださい。 

このとさ、テープはいっしよに動さません。 
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•ープカートリツジを取り出ず 


テープカート U ツジの左上とち下に指を入れて、まっすぐ上に弓 I き上げてく 
ださい。 



メモリーの初期 f ヒをする 




ご購入後、本機をはじめて使うとさは、必ずメモリーの初期化(メモ U — 
U セット）という操作をします。「メモ U —の初期化」をしないと、正しく 
動かないことびあります。 




メモリーの初期化をすると、本機に記憶したデータがすべて消えて 
歎 しまいますので、必要のないときはメモリーの初期化をしないでく 
ださい。 


画面になにもで字がないことを確かめます。 

なにか文字びあるとさは ( S ) を押します。 


ゥ dD 

么5、重 


と 廊 IQ をいっしよに巧しなび 
(©を巧しまず。 

その後、（©を離してから、と透塁 D 
を離します。 


3 


巧期化を実行ずるときは屋置)を巧し 
まず。 


初期化をしないときは、 （ HE ) を押しま 
す。 


S 舜 

i 

_ J 


RMi — 

か 3 3• 化 ■ 

■ 


テ—プカ—トリツジをセットする/メモリ—の初期化をする 


テ—プカ—トリッジをセットする 










































































































r ■ 


1 


メモリーとは 


本機内部にあり、作成した文章などを記憶する場所です。 


r メモリーの初期化」とは 


本機び正常な動作をするために、電気的な設定を行うことです。「メモ 
U —の初期化」を行ラと、画面に表示されている文章とメモ U —に記憶さ 
れているデータはすべて消えてしまいます。 

また、いろいろな設定ち製造時に定められた設定に戻ります。 


( S ) を押しても画面に文字があ5われないときは… 


• 乾電池を正しくセットしましたか？(ィ] 8ページ） 

>画面の明るさは正しく調整されていますか？(->10已ページ） 


電源を入れたとき、こんな画面び表示された5… 



( gg ) じ(外のキーを押してください（どの 
キーでもかまいません）。「メモリー初期化 
実行/取消し」と表示されますので、その 
まま違置)を押してください。 


I J 


6 


を巧しまず。 


7慰 

0 (1 E ) ち 
0 どのょぅ 


を巧します。 


ィメ ーン表巧 


を巧しまず。 

に印刷されるかを見たいとさは、 
こして dD を押します。 


9 


CD を2回巧しまず。 

印刷する枚数を指定します。 


10の 


を巧しまず。 


11 



©または CD を巧しまず。 

「カットする」にすると、 ] 枚印刷び終わる 
ごとに「テープをカツトし[実行]」というメッ 
セージびあらわれます。 
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(1 E ) を巧しまず。 

画面に「テープをカツトし[実行]」と表示されます。 


テープの余分な自 B 分をテープカッターを巧してカツトしまず。 


なまえラベルを作りましよう 

はじめになまえラベルを作ってみましよう。本機になまえを登録して、 
呼び出すだけでかんたんにラベルび作れます。 

ここでは、なまえを入力•登録するところから、印刷するところまでを 
説明します。 




ふじわらのりこ 


1 


を至 D を巧しまず。 

この場所になまえを登録します。 


ウ ( ME ) 

M なまえ 


を巧します。 

なまえを登録する画面になります。 



0の 
0の 


。な) rM ( I に) （W て ） （A ち） 

のの四のの 

と巧しまず。 


•かな械堂替 

IV 


igClE ) 巧}甲しまず。 

E 口刷がはじまりまず。 


A 顧 

4入力し; 


を巧します。 

入力した文字を確定します。 
(確定ィ32ページ） 


c 慰 

V なまえ; 


を巧しまず。 

なまえび登録されました。 
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用途別ラベルを作りましよ3 

ここでは、ビデオタイトルラベルの作りかたについて説明します。 







2 C 

た 

コ〇 

< 

3 年 T 1 

や の 

コ巧 1 〇 

運 動 

ム 


(定型フォ-マット) を巧しまず。 




用途別ラベル 


I になっていることを確 
認して、を巧しまず。 


應 


新規作成 


非こなっていることを確認し 
て、 （ IE ) を巧しまず。 


ビデオ 


i になっていることを確認し 
て、 （1 E ) を巧しまず。 



r iSQSi 

w ( m ^ 


になっていることを確認して、 
を巧しまず。 


VHS 

子一巧が 
14. 8 cm 


白 


なまえラベルを作りましよラ/用途別ラベルを作りましよ、つ 


メモリ—の初期化をする/なまえラベルを作りましよラ 



















































































































Ijd 量)を 2 回巧しまず。 


ig ( lE ) 巧}甲しまず。 


R が A 

9ィ上中3 6^4 m - 

illfe i > I 


9 Y いし2 7/40化 

運點会ム _• • 


2〇慰 


を巧しまず。 



画面に r テープをカツトし[実行]」と 

テ-プをカットし 
误巧] 

V J 

I 鱗 *I 


表示されまず。 

テープの余分な部分を、テープカツ 
ターを巧してカツトしまず。 

V _ J 




21慧 


を巧して「枠付 EMI にし、 
を巧します。 



ウウのる 

店 么倭巧 


を巧して「方向にし、 
を巧しまず。 


1「裏書き Has 」 になっていること 
) を確認し、 gg ) を巧しまず。 



24顧 


を巧しまず。 


P 谏 


:示 


を巧しまず。 

) どのよラに印刷されるかを見たいときは、 
i にして dE ) を押します。 


づメーソ表巧 


倭を)を巧 


しまず。 



^印刷が終わった5、テープカッター 
を巧してテープをカットしまず。 



28 ： 


CD を2回巧して^にし、丽を 
2回押して、操作を終了しまず。 


6 


CD を巧して目にし、 （1 E ) を巧しま 
す。 

ラベルのかたちを選びます。 


R わみ 
可ィ いし 1 


叫化 

\ T / ■ ■ 


〔で _ 

J 


12 


を巧しまず。 



8 


dDdZ ) と巧しまず。 
タイトルを入れていさます。 


と巧しまず。 




9置 


广〇ゎを）厂6き）いち）厂 T か)厂りな） 

( ZZ ) (ZD (ZD と巧します。 


D わた 

、 

TH り W 

み f — いし1 



MB • 

V 

/1 \ 


10 


(^1)(1^ と巧しまず。 



13 


(1 E ) を巧します。 



14 


厂 T か)いち)。の)。社')いん)いち） 

ご三) ( ZD と巧しまず。 



が (HD 


または®^を巧します。 


R か4 

5ィいし2 4/40比 

たく啤のム _• 
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。な:) 「 N み:)厂 N み：)。 J 厂〇 6：)厂 U も Q 
(ZD (ZD GD と巧します。 


ft わを 


中 r ' いし2 が化 

HBMWi: 


1 1® 蜜)を3回巧しまず。 

"け。 

5ィいし！ 13/4扫な： 


1 ydD (1 E ) と巧します。 

R か义 

SY いし2 巨/が化 


月 1 日且 • • 

V J 



運歐甲斐，- 

V J 


用途別ラベルを作りましよラ 




用途別ラベルを作りましよラ 

3 

2 




































































































































電源を入れたり切ったりする 
とさに押す 




操巧キー 

それぞれの「機能」をはじめたり、 
文字を編集したりするとさに押す 


メモリー ガーデニングスリムフォーマット . 一^ — ^ 之禅り 

( なまえ）(整を収納)食扔-マット)（?ャラクタ-) 【ながさ) t よこ/たて）【アレンジ） 


⑩<||)(||)妙妙妙妙妙妙妙だ)炒 

©©©©©©©0©©©©® 

G ) 好 (© ( G ) 偉 ¢2) (© <© ( G ) © 〇) (3) 

口^ (X さ)咬ち) (5 も) q ) (N ^が^い ■) (^4 ろ心バ 


で字キー 

文字を入れる 
とさに押す 


ノ機能ゾシフりI単漢字）こ無変換^ f 変換 J (空白）(ちァ)心 A) 

' カタカナを巧 前候補 \ 0—7 字/かな 

/ V -?^ '>» 




③ 


操作を戻したり、中止したりするとさに 
押す 


操作をすすめ 
てい< とさに 
押す 


① 


キーの上(または下）に書かれている機能を使いたいとさは、まずこのキー 
を押す 

《歷1)は、その後に押すキーと同時に押す仕様ではありません。遇墨)を 
押したら、一度指を離してから、目的のキーを押してください。 


② 


-かな入力のとさ、「つ」や「よ」などの物音-促音を入れる場合に押す 
(ィ33 ぺージ） 

-アルフアベットを入力しているとさ、 ] 文字だけ大文字（またはル文字） 
を入れる場合に押す (イ37 ページ） 


※ 巧死) は、その後に押すキーと同時に押す仕様ではありません。 

を押したら、一度指を離してから、目的のキーを押してください。 


I 文字び入る位置をおした_や、文字編集などのとさに範囲を指定する ■ 
を動かすとさに押す 

I 項目などを選択するときに押す(: ">27 ページ） 


ひらびなを漢字などに変換するときに押す (イ34 ページ） 
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⑥ 


文字 キーに 書かれているひらびな•カタカナ.アルフ アベ ット•数字•記号 
などを使い分けるときに押す(イ 3] ページ） 


前に作成した夕章びそのまま使えます 

前回、画面に文章を残したまま電源を切り、次に電源を入れると左下の画面 
になります。 

前回ので章をそのまま使いたいときは、違置)を押します。 

使むないときは、そのまま新しい文章を作ります。 

前回の文章び表示される 


S13 ィ 


掛 




( M ) 

そのまま文字を 
入れはじめよう 


イ 


區 


で 

わら^- 




重要，レフレームつさので章を巧成していた場貪、載原を切ったとさにフレームの 
场 データは?’肖えてしまいます.， 

載原を入れて dg ) を巧したあと、をラー度フレームをつけなおして < だ 

さいし, 

I -1 


巧自が 


本機は、 入力. 登録した文章などのデータを内蔵メモ U —保護用電池の働 
さで記憶しています。 

本機裏面のラベルに表示されている交換期間を経過すると、内蔵メモ 
U —保護用電池び消耗して、入力-登録したデータび変化•消去されてし 
まいます。交換期間までに内蔵メモ U —保護用電池の交換を、お買い上 
げの販売店または最寄りのカシオテクノ-サービスステーションにご依 
頼ください。有料で交換いたします。 

本機に登録しているデータ(文字や文章など)は、必ずノー トなどに控え 
をとっておいて < ださい。 


電源を切るのを忘れてもまむ 


何ち操作をしないで、約6分間電源を入れたままにしておくと、電源は自 
動的に切れます。これをオートパワーオフ機旨目といいます。 

ふたたび本機を使うときは、 （© を押してください。 



① 

□ーマ字入力になっていることをおす(ィ 28 ページ） 

※何ち表示されていないとさはかな入力になっています。 

② 

入れることのでさる文字の種類を示す(ィ 32 ページ） 

③ 

文字体び何になっているかを示す(ィ 67 ページ） 

④ 

カーソルびあるブ□ックは何個目かをおす(ィ日已ページ） 

⑥ 

いま見えている画面より上にち文字などびあることを示す 

⑥ 

フレームびついたラベルび印刷でさることを示す(ィ 74 ページ） 

⑦ 

書体（フオント）び何になっているかを示す（ィ目日ページ） 

⑧ 

縦書きになっていることを示す(ィ 7 日ページ） 

⑨ 

裏書さになっていることを示す(ィ 78 ページ） 

⑩ 

を白び「送り無」になっていることをおす(ィ 83 ページ） 

※を白び「送り無」のとさは、印刷の後にテープ送りをしてください。 

⑩ 

いま見えている画面より下にち文字などびあることをおす 
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2章本機の基本操作 


電源を入れる•切る 


一度 r メモ U —の初期化」をしたら、次からは猶資を巧すだけで本機び使えま 
す。 


電源を入れるには…~ 

を押します。 



電源を切るには…— 

(©を押します。 




1-1 


どんなラベルが作れるのか、試してみまし よ. 


本機で使えるいろいろな文字や書体で作ったラベルサンプルを印刷するこ 
とびでさます。 

① テープカートリツジびセツトされていることを確認します。 

② （ Sg ) を押して電源を切り、再び ( Si ) を押して電源を入れます。 

③ 屈 D を押します。 

④ dE ) を押します。 

デモ印刷中に、途中で数砂印刷び止まることびありますび、故障ではあり 
ません。 

※テープの幅によって、印刷される内容は異なります。 

※フアンシーテープ-クラフトシールをセツトしているとさは、デモ印刷 
はでさません。 

I_I 


キーのは た S を 

本機には、たくさんのボタンびついています。ボタンのことを、この取扱説 
明書ではキーと呼んでいます。ここではキーのをな使いかたについて説おし 
ます。 


画面の見かた 

本機の画面には、いろいろなマークび出てきます。ここではそのマークの意 
味やはたらさについて説明します。 


キ—のはた，りき\画面の見かた 


電源を入れる-切る 



























































































































使いたい機能び書かれているキー(ボ 
タン）を巧します。 

機能名び一覧で表示されます。 

これをメニュー画面と呼びます。 



を巧した輪 


ft 00のどれかを巧し、 
ム能名に M を合わせまず。 


目的の機 



M を合わせると、文字は白く抜かれて表示 
されます。 M を合わせることにより、その 
機能を選んだことになります。 


メニューによっては、画面のちに▲または▼び表示されます。これは、機能 
名（または項目）の続きびあることをおしています。または〇を何回か 
押すと、続さを表示させることびでさます。 


0 (ME) 

0 ( ME ) 考 


を巧します。 

を押すことにより、操作を進めること 
びでさます。 


f ホ 


4 


引き続き、 （ Z )© のどれかを巧し、目的の機能名（または項 
目）に顔を合わせます。続いて尾置)を巧します。 

•ポイン I - 


M つ前の画面に戻りたいとさや、操作をやりなおしたいとさは透塁0 
を押します。 

>趣塁 D を何回押してを希望の画面に戻らないとさは、一度電源を切り 
ます。再び電源を入れて、はじめから操作をやりなおしてください。 


文字の入れかたを覚える 

ラベルを作るには、まずどんな文字を使ってラベルにするのかをミ夫めます。ひ 
らびな、カタカナ、漢字、アルファベット、記号…、いろいろな文字を自由に 
組み合わせて、思い思いのラベルを作りましよラ。 

ここでは文きを入れる流れを説明します。例題にそって、練習してみましよう。 


練習の前に... □ —マ字入力？ それとも かな入力？ 


□ ーマ字入力とは… 

ア J レフアベットを使った [1-7 きよみで 
ひらびななどを入れる方法です。 


り L _ 


つい.)いみついち^ 


」A 


N 

L 


」A 


は 


な 


かな入力とは… 


直接ひらびななどを入力する方法で 
す。 


は 


な 


本機では、はじめはにーマき入力」で文きを入れるようになっています。か 
な入力になれているかたは、「かな入力」で入れることちでさます。 

r かな入力」にしたいときは、次の2つの方法があります。 

① ( H ) を巧してか5、湾を巧しまず。 

もう一度 ( H ) を押してから泻を押すと、□ーマ字入力になります。 


練習しよう 


回 


曰攫ドラマをれん巧巧官 PART 2 


r 日曜」(漢字)を入れる 


ひらがなが入力でさる 
ことを示します 


11 

圆 


画面左上に 「 R かな」が表示されてい 
ことを確かめまず。 

この画面を「文字入力画面」といいます。 



「 R カナ」、 「 A 目」または 「 ab 」 と表示され 
ているときはを何回か押して 「R 
かな」にします。 


カーソル 

文字の入る位置をおします 


0 の 
と四 


厂 I 。〇广1 じ')い んつい〇 

と巧しまず。 


闽 


かな入力のとさは-’ 


R かを 


3^3 白* Rem 


3 


dD を巧しまず。 


両面の KB ! 

て < ださい。 


I び旧閣になつたのを確かめ 


闽 


「日曜」 にならないときは何度か 優致) を 
巧して < ださい。 



r 日曜」に下線がつきます 
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28 


②歷1) を巧してから、遗 g ) を巧しまず。 

を巧して 巧 にし、 dE ) を押します。 

© CS ) を押して 8®^! にし、 dE ) を押します。 

0000を押して SE 3 にし、 gD を押します。 

□ーマ字入力とかな入力については 3] ページで詳しく説明しています。 


gg ) を巧しまず。 

カーソルがちに移動します 



操作の進めかた 


カーソルのはた6をと動かしかた 

画面上で点滅している_を力ーソルといいます。 

カーソルとは、文字を入れる位置を示した目印のことです。 


^ N 

R が々 i 

か3 3. 化 ■ 

、广/ ■ - * ■ ’ 

J 

の 

イ 

ft かあ 

を。 0-化> 

なレ ■ - 1 * 

、 / 1 \ J 

文字キーを巧すと、 

カーソルの位置に文字び入ります。 

R かな — 

か3 6 ■ で。" 

(文字削除） 

R かみ — 

お 3 7■で w 

ぁい うえ お， 

イ 

あいろをム _• 

、 1 > 


(文字削除 J を巧すと、カーソルの位置にある文字び消えます。 


1-1 



画面にかくれている文字を見るためには、©©を 
巧してかくれている部分にカーソルを動かします。 

これをスク□一 J レといいます。 

( CD ® を押した方向に文字びないとさは、カー 
ソルは動さません。） 

-歷！)©と押すと、文章の初めにカーソルび移動します。 

• 遞墨) CS ) と押すと、文章の終わりに力ーソルび移動します。 

と押すと、前のブ□ックマークまたは改行マークに 
カーソルび 移動します。 

と押すと、次のブ□ックマークまたは改行マークに 
カーソルび 移動します。 


L. 


3章文字の入れかた 


画面か5かくれてしまつた文字を見るには 


力—ソルのはた6きと動かしかた\操作の違めかた 


文字の入れかたを覚える 




























































































































11 r 暴れ」になっていることを確認して、 

II (1^ を巧しまず。 



「暴れ」の下線がとれ、「ん」に下線がつさます 


1 Q 「暴れん」になっていることを確認し 
て、 （1 E ) を巧しまず。 



残りの r ぼうだいかん」が r ぼうだい-かん」と認識 
されているため、このよラな漢字になります 
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©を巧しまず。 

「ぼうだい-かん」を「ぼう-だいかん」に区切 
るためです。 



r ぼラ」という読みに当てはまる漢字に変換されます 


を何回か巧して、「巧」にしま 

優抵)を押すたびに「ぼう」に当てはまる漢字 
び次々と表示されます。 
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「巧」になっていることを確認し、 
(1^ を巧しまず。 


蝶 


_ _ 13.7 c 4 n 

幕れん巧去塞 


残りの「だいかん」に当てはまる漢字に変換されます 




■n 


カーソルと 下線の違い 


カーソルは、文字び入る位置をおした目印で、点滅して表示されます。 
ひらびなを漢字に変えるときに つく 下線は、 「現在、変換することがでさ 
る部分」 を示した印です。 




r 暴れん巧代官」（かな漢字まじり文)を入れる 

n 运 Z ) を巧して、 「 R かな」を表示させ 
0 まず。 

gjgj かな入力のとさは、「かな」となります。 



Q の 
3の 


。こ）。ち)。す)。ぃ)。み） 

CID GD (ZD 

と巧し 

まず。 


圃 


かな入力のとさは- 


R かな 


3巧 3.7 cm 

MilMiv 
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( M ) を巧します。 


ft か々 

3的 

蠢れ I 


もで亡け 

aSmB 


憬れ」に下線がつきます 








ひ5がなが希望の漢字に変わ5ないとさは… 


希望の漢字び表示されるまで、透塁)を何回か押してくださし、漢字に変 
換する方法については34ページで詳しく説明しています。 

なお、この練習は、メモ IJ 一の初期化(ィ20ページ)をした直後の画面で 
説明しています。本機を何度か操作したあとでは、下線のつきかたや変換 
のしかたび違う場合びあります。（学習機能 " KBS ページ） 


30 


29 


ド (1 D ち 

10します。 


を巧して r 代官」にし、尾置)を巧 




を巧しまず。 



1文字分、スペースが空さます 

rPART 2」( 数字•アルフアベット)を入れます 
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アルフアベット(大文字)が 
入力でさることを示します 


伍苗を何回か巧して、画面左上に 
「 AB 」 を表示させまず。 
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。せ）厂 A ち）。寸） 「 T か） rv ) と巧し 

まず。 


闽 


かな入力のときも同様に、 

户 I つと押します。 


3X3 20i5&in 

P A R T 2\ 11, 


これで、「日曜ドラマ暴れん巧代官 PART 2」 が入りました。 
©0 を巧すと画面び左ちに流れます。きちんと文字び入っているか 
どうか確認してください。 






練習した文字をすべて消すときは… 


①と押します。 

⑩ 巧 Y 脚 I 阔 になっていることを確認し、違查)を2回押します。 


L 


全文削除については、43ページを参照してください。 


，-1 


r ドラマ」（カタカナ）を入れる 

画面左上に 「 R カナ」 


カタカナが入力でさる 
ことを示します 


r 运 zJ を巧して、 

0 を表示させます。 

かな入力をしているときは、「カナ」になります。 



闽 


e 四 ( 

0と巧し 


厂。6)。 す作ち つ （ mO(A ち） 

まず。 


闽 


かな入力のとさは-’ 



「ドラスが入力されたこ 
とを確認して<ださい 


dD を巧します。 





画面か5かくれてしまった文字はど 


1字分、スペースが空さます 

- -1 


画面に表示されるのは、 ] 行に日文字です。そのため、あたらしく入れよ 
ラとする文字びつねに表示されるよラに、画面び自動的に流れていさま 
す。文字び消えてしまったように見えますび、本機びきちんと文字を覚え 
ているので、む配ありません。 

〇〇を押すと、かくれた部分を見ることびでさます。 


キーを間違えて巧してしまった5… 


• 文字び間違つていたら…41ページ 
• 文字び抜けていたら…42ページ 
-文字を消したいとさは…40ページ 
-はじめからやりなおしたいときは…43ぺージ 


I J 


文字の入れかたを覚える 


文字の入れかたを覚える 

































































































2 


闽 


と巧しまず。 

かな入力のとさは•’ 


fc •可 


ひらがなを入力している最中は、 
■が文字に重なっています 


儒憂乾 )または (1^ を巧しまず。 


闽 


「無変換」とは、漢字に変換しないでひらびなのまま確定するといラ意昧 
です。 


r ■ 


練習した文字をすべて消すときは… 


① と押します。 

⑩ EA 虫お110 こなっていることを確認し、違置)を2回押します。 
全文削除については、43ページを参照してください。 


I 1 
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かな入力のときは… 

因四風 


I--1 


もうひとつのカタカナ入力 


ひらびなで文字を入力して、カタカナに変換する方法をあります。 

B サクラ 

①ひらがなで r さくら」と入力します。 

③となつているとさに、 (1 DSB と押します。 

が r サクラIに確定されます。 

「カタカナ変換」とは、カタカナに変換して、そのまま確定するという意昧 
です。 

I _ I 


ひ S がな•カタカナを入れる 

1 

■ カタカナを入れる 


【仅リ ックラ 


キーを巧して文字を画面にあらわすことを、入力といいます。 

ここでは、ひらびなとカタカナの入力のしかたを説明します。 




1 斥で)を巧して、画面左上に 「 R カナ」 

r \ 

R が — 



I を表示させまず。 

3 づ a.Soiri 

ひ 5 がなを入れる 


- 

\T く > - 甲* ■ 

/ I \ 

岡 5 くら 


ウ CID のの四のの 

L と巧しまず。 

カタカナを入力すると、そのまま確定されま 
す。 

' ノ 


ぐ N 

R か 

4 伍で)を何回か巧して、画面左上に 「R 

1 かな」を表示させまず。 

f 、 

Rl^ — 

お 3 岛 -化 ■ 

\ ■ - * ■ • 

/ 1 \ 


3X3 6,Vcm 

サク完ム_’ ■ 

1 /| \ J 


□一7字入力？それとちかな入力？ 

文字を入れる方法には、□ーマ字入力とかな入力びあります。 

-□ーマ 字入力…アルファべットを使った□ーマ字よみで文字を入れる方法 
• かな入力…直接ひらびなを入力して文字を入れる方法 

(文字キーのち下のひらびなのとおりに文字を入力します） 

購入後はじめて使ラとさや、メモ U —の初期化をしたあとでは、□ーマ字入 
力で文字を入れる状態になっています。 


□ーマ字入力とかな入力を切り換える 


□ー マ字入力を示します 


dll ) 泻と押す 


かな入力を示します 


円かな 


かな 


闽 


•「ab」「A 目」び画面左上に表示されているときは、まず (AZ) を押して、 
「R かな」または「かな」を表示させます。 

• 「こだわり機能」の「環境設定」で切り替えることもできます。（イ28 
ページ）。 


文宇キーの ffi いかた 

文字キーは、1つで数種類の文字び入力でさるよラになっています。 (S) 
やを巧して、ひらびな-カタカナ-アルファベット•数字-記号び入 
力できるように、切り換えます。 

ここでは ( ZD を例にとって、説明します。 


ーマ字入力のとさ 


い A) 今 


(ぁ巧 


R かな 

R カナ 

ab 

1 

AB 

(ひらびな） 

(カタカナ） 

1 

1 (アルファベットル辟） 

(アルファベット大义字) 

の 

II 

の 

II 

1 広） 

1 II 

の 

II 

II 

お 

II 

ア 

1 II 

1 

1 a 

II 

A 


かな入力のとさ 


(あろ 


い A つ • 






(日 A ) 


•(ぁァ） 


い A J 


かな 

カナ 

1 a b 

AB 

(ひらびな） 

(カタカナ） 

1 

' (アルフアベ'ットル巧） 

仍レファベット大 3 拝) 

の 

II 

の 

II 

1広） 

II 

の 

II 

II 

ち 

II 

チ 

1 II 

' a 

II 

A 


ひらがな.カタカナを入れる 


□1? 人力？そ n と6夏卖？ VW 軍ふ使いかた 


引 























































































漢字を入れる 


漢字を入れるには、まずその漢字の r よみ」をひらびなで入力します。例え 
ば、「花」は「はな」と読むので「はな」とひらびなで入力します。 

ひらびなから漢字に変えることを変換といいます。使いたい漢字び表示され 
たら、 （1^ を巧して、ほかの文字に変わらないよラに確定します。 

ひらびなから漢字に変換する方法は、次のとおりです。 

• 熟語を一度に変換する 

① 文章を入力してから変換する 

② 同音異義語を変換する(例：公園、後援など） 

• 漢字1文字分ずつ変換する(当て字やむずかしい固有名詞などの変換） 


文章を入力してか！5変換する 


文章を入力してから、まとめて漢字に変換します。 
まとめて変換でさる文字数は、32文字までです。 


回 


今日行きまず 


2 


r きようし巧まず」をひらびなで入力しま 
す。 


dD を巧しまず。 

「きよういさ」と「ます」という2つの言葉と認 
識されたため、「境域」と変換されます。 

「境域」に下線がついています 


蝶 



わかな 


の 3 0 ,おの 

MMiSS- * 


3 

A 慰 

叶「今日」; 


© を2回巧しまず。 

「きょういき」を「きょう」という言葉に区切る 
ためです。 

「きょう」び r 今日」に変換されます 

を巧しまず。 

曰」び確定されます。 



r いき」とほす」という2つの言葉が残ったと認識 
されたため、「いさ」が r 青岐」に変換されます 


5 

6 


CD を2回巧しまず。 

「いさ•ます」を「いさます」という言葉にする 
ためです。 

優載)を何回か巧して、 r 巧さまず」に 
しまず。 

透查)を押すたびに、「いさます」に当てはま 
る言葉び次々と表示されます。 


R かみ 

3x3 


今円 青!^まま 


?cn 

は 


7置 


r 巧さまず」び表示された5、編を 
しまず。 

「行さます」び確定されます。 



r ■ 


n 


カーソルと下線の違い 


カーソルは、文字び入る位置を示した目印で、点滅して画面に表示されま 
す。ひらびなを漢字に変えるときにつく下線は、「現在、変換することが 
でさる部分」を示した印です。 


闽 


L ■ 


下線びついているときに通 ME ) を押すと、「よ別の状態に戻ります。 

( H ) 

圆]^ 


巧又消しつ 


今曰 




. J 


句読点や、「を」 r ん」、空白などの入れかた 



□ーマ字入力 

かな入力 

句点 

〇 

('!■') 

(シフト ）（'!■) 

日冗点 

、 

GSD 

(シフト） （’W 

長音 

— 

阿 

阿 

中点 


(シフト) （ V ) 

(シフト) ( V ) 

を 

の四 

(シフト KV) 

ん 

のの 

の 

空白 

( SE > 

( SE > 


r ヴ」などの入れかた 


カタカナ入力状態のときに入れることができます。 
^ ひ5がな入力状態では、入れることができません。 




カタカナを入れる （- K 32 ページ） 



□ーマ字入力 

かな入力 

ヴァ 

のの 

い ぅ $)(@,。')(シフト） （3 ぁ#) 

ヴィ 

のの 

( V )( V ) (シフト ) （E ぃ） 

ヴ 

の風 

GZ 3 CV 3 

ヴエ 

の回 

いぅ$)(@/)(シフト）いぇ％) 

ヴオ 

の風 

いぅ$)(@/)(シフト）いぉ &) 


いろいろなで字の入れかた 


ここでは、ルさい r や」 r 力」、し询点)」 r ヴ」などの入れかたについて説明し 
ています。 


小さいで字の入れかた 



□ーマ字入力 

かな入力 

•ひらびな入力状態のとさは、ひらびなび入ります。 

•カタカナ入力状態のときは、カタカナび入ります。 

友 

(シフト) （A ち)/ (X さ）ぃち） 

(シフト) （3 ぁ#) 

い 

(シフト ）（ ' 1こ）/い s )( 1に） 

(シフト） （E ぃ） 

ラ 

(シフト） （U な）/ (X さ）いな） 

(シフト)（4ぅ$) 

え 

(シフト） （ E^)/(X さ） （ E ぃ） 

(シフト)いぇ％) 

お 

(シフト)（〇6)/いさ）（〇6) 

(シフト)いぉ &) 

二） 

のの風 

(シフト) （ Z っ） 

や 

ののの 

(シフト) （ V ) 

ゆ 

のの四 

(シフト) （8 ゅ （） 

ぶ 

のの四 

(シフト) （ V ) 

•ひらびな入力状態のときも、カタカナ入力状態のときも、カタカナび入ります。 
•ひらびなを入れることはでさません。 

力 

( X さ） （K の）いち） 

(シフト） （ T 力、） 

ヶ 

のの回 

(シフト) （ V ) 


※□ ーマ字入力のとさは、下記のよラにして入れることわでさます。 
促音 例：いったィのののの 
(子音を 2 回押します。） 

物音 例：きょうィご立)ご！)。 D ご!） 

(106ぺージ「□—マ字入力一覧」をご覧ください。） 

濁音•半濁音の入れかた 




□ーマ字入力 

かな入力 

濁音 

ぼ < 

の風の風 

巧のの 

半濁音 

ぱぱ 

のののの 

(~F は）い ■' >/いは k L ■.ノ 


3 


漢字を入れる 




ひらがな.カタカナを入れる 









































































































































































6 


dD を巧して、圍にしまず。 


7慰 

I 「動が 


を巧しまず。 

:」び確定されます。 



思いどおりの漢字に変換されないのはなぜ 


次のよラなことび考えられます。 

-「週（しゅう）」を「しゆう」と入力している 
-「図（ず)」を「づ」と入力している 
-「通り（とおり）」を「とうり」と入力している 

-「販促(はんそく）」懊検(えいけん)」など、略語の読みを入力している 
物音•促音、「ず」と口」、「じ」と巧」、「勒と「う」の入力には特にを意し 
てください。 



当て字やむずかしい固有名詞などを変換するとさは、1字ずつ目的の漢字に 
変換します。 


岡 敦廈(あつひろ） 

「あつひろ」をひ5びなで入力しま 


1 


2 


ず。 

優載)を何回か巧しまず。 

何回押してち、「敦」に変換されません 




1 ( 単漢字 ) を巧しまず。 

よつ ns.- 

r 

厚篤 

、 ▼ J 


「あつ」に合った漢字が 
いくつか表示されます 


4爵^ 


( Z )( Z )© を巧して、國にし 


識奠 


C (ME> 

V 「凱が 


を巧します。 

;」び確定されます。 



「広」に下線がつさます 


li—liia 

反転している\ 



この状態を「入力中」ほかの漢字に変えられ 
といいます る状態です(変換中） 


^ (変換中 ）/ 


iMi 


本機はぎ習していまず 

r かい」という読みを r 階」で確定したとします。 
次回 r かい」という読みで変換すると、 r 階」が一 
番はじめに表示されます。 

これは、前回使った漢字を本機び覚えているた 
めです。 

このように、前回使った漢字を最初に表示する 
ことを学習機能といいます。 


階 


目的の漢字びで 
てきたら… 

確を 


します 

ここではじめて文字 
び入ります 


同音異義語を変換する 


複数の漢字び当てはまる「よみ」（同音異義語)を変換する方法を説明します。 


岡 公園 

1 


「こうえん」をひらがなで入力しま 
ず。 


ク dD をお 

4「こうえん」 


3 


4 


R か — 

35^3 0.0 口 


を巧しまず。 

に当てはまる漢字の候補び表示さ 


れます。 

優致)を何回か巧して、 r 公園」にしま 
ず。 

透量)を押すたびに、「こラえん」に当てはま 
る漢字び次々と表示されます。 

「公園」になった5、 （1 E ) を巧しま 
ず。 

「公園」び確定されます。 


R かな — 

な 3 EI.ecm 

婚撰 • … 


嗯 




百..0こ n 


ft か A — 

3 x 3 5. 7 cm 


を鼠 J 


r ■ 


変換の ルール 


透墅)または〇を押すと、次の漢字び表示されま 
す。 

(11) または。0を押すと、1つ前の漢字び表 
示されます。 


©@®© 


1 


倚換） 

ん 

/後援 

] ウェン 講演 


L ラえん 

( 

広遠 

口演 


公園 

1 

公演 


L. 


、高遠一 


好演 


I J 


3 


漢字1で字ずつ変換する(単漢字変換) 


漢字を入れる 


漢字を入れる 

















































































































記号を入れる 

ふつラの文字のほかに、いろいろな記号を入れることびでさます。 


キーに記されている記号 


. ③キーの上に巧刷された記号 


C 


. 木严 

'.け 


①キーの左に巧刷された記号 

①アルフアベツトが入力できる状態のときに入力できる 

□ーマ字入力のとさ cz)->r :」 

かな入力のとき CZZ ) を押して画面左上に 「 AB 」 または [ ab 」 を表示 

させ、 rv^-»r :」 


③アルファベットが入力できる状態のときに、を押したあとキーを 
巧すと入力でさる 

□-マ字入力のとさ 侵^打つ "》「* I 

かな入力のとき （ a ム)を押して画面左上に 「A 巳」または [ ab 」 を表示 

させ、 C 52 DCZ )->「*」 


その他の記号 


?『 J|crVI 口 nrf J > 


など 


言己号は「点など」 r かつ。快甜 r 数き」机な。陣创惜略」「数学」 r ギ I 」シ乃口 
シア」の1日種類のグループに分かれています。1日8ページの記号一覧を見なび 
ら、使いたし^己号びどのグループに入っているのかを確かめてください。 


回の 


(グループニ丸など） 


(キャラクタ-) を巧しまず。 



を巧して記呂にし、を巧しまず。 


記号の番号 


3 


闽 


® ® CDCD を巧して 因 旧38 に 
し、を巧しまず。 

グループ 名を選びます。 

画面には日グループしか表示されていませ 
ん。か<れているグループを表示させる 
には、 © E ) を押します。 


A ののを何回か巧しての」を探し 
4まず。 


記号を探します。 


5 


© CD を何回か巧して因にし、 
を巧しまず。 



アルフアベットや数字を入れる 

アルファベット、数字の入れかたを説明します。 


AK I 


回 

4 反互)を巧して、 
I 表示させまず。 


画面左上に 「 AB 」 を 



0 (ZDCZDdD と巧します。 

L アルファベットは、キーを押したと 

闽 


キーを押したと同時にその文字に確定されます。 

ひらびなを入力するとさは、 (^1 つを何回か押して、画面左上に「円か 
な」（または「かな」）を表示させます。 


回 a 

1 CZ 苗を巧して、画面左上に rab 」 を表 
I 示させまず。 


9の 

L アルフ: 
そ 

圃 


と巧しまず。 

アルファベットは、キーを押したと同時に、 
その文字に確定されます。 

ひらびなを入力するとさは、向ァ>> を何 
回か押して、画面左上に 「 R かな」（また 
は「かな」）を表示させます。 



广| 




Ca A) を巧して、画面左上に 「 AB 」 または 「 ab 」 を表示させます。 
この状態で次のキーを押します。 

カンマ：ピリオド ： QD 


「 A 目」表示のとき 
「a b 」 表示のとさ 


を押してから文字キーを押すと、その文字 
だけル文字になります。 


を押してから文字キーを押すと、その文字 
だけ大文字になります。 


し 


回 


12 3 


□ーマ字入力のとを 

1 GDCHDCIZ ) と巧しまず。 

I 数字は、ひらびな•カタカナ•アルファべッ 
卜など、どの入力中でち使えます。 


圆 


CZ) dZ) dZ) と巧しまず。 

。わ 

3x3 

ひらびなを入力するときは、を何 i 2 3、心_ 

— /1 \ 


回か押して、画面左上に 「 R かな」（または 
「かな」）を表示させます。 


，-1 



ab 


かな入力のとさ 

^ N 

。わ 

3^3 も Bcffl 

\ f / . 


1色互)を巧して、画面左上に 「 AB 」 ま 

而 3 ejcffl 

/ * * * ^ ' 

/ I \ J 


■ たは 「 ab 」 を表示させまず。 - 



3 


アルフアベットのルタ字を入れる 


数字を入れる 


大文字とル文字がまざった文章を簡単に入れるには 


アルフアベットの大夕字を入れる 


(カンマ） . （ピリオド）を入れるには 


記号を入れる 




アルファベットや数字を入れる 



























































































文字を PS 違えたときは 

文字を間違えて入力したとさのなおしかたを説明します。 


ある部分をまとめて消す 



♦間違ったで字を消す 

1文字ずつ消す 

/ / ,、 - 


♦間違ったで字をなおす 

間違った文字を消して正しい文字を入力する(挿入） 

=©©コ 

間違った文字の上に正しい文字を入力する（上書さ） 

=© 逸©コ —► 

/ / ,、、 

♦夕字がめけていた5 

正しい文字を追加する 

*= ©©コ 


間違ったで字を消す 


文字を1文字ずつ消す(カーソルの上の文字を消す） 

D 歹 q 「たたろう」の r た」を消して r たろう」になおす 


1 

2 


© CD を何回か巧して、「た」に 
カーソルを合わせまず。 

消したい文字にカーソルを合わせます。 



(文字削除) を巧しまず。 
「たろう」になります。 



闽 


つづけて文字を入力するときは、 （ IDCS ) と押して、文章の終わりまで 
カーソルを 移動させます。 


广| 


確定前に文字を消すには… 


g など、文字に I 




I び重なっているとき(確定前に文きを消す 
とさち、 (文字削除) を押して消します。 

M び重なっている文字びぜんぶ消えます。 


また、 (取消し) を巧すと、 


L. 


(確定->36ぺージ） 


給文字を入れる 


内蔵の絵文字を使うことびできます。絵文字は r ぺット」 r ともだち」「しゅみ」 
「いきもの」「よてい」「たべもの」「はんこ」「おもしろ」の8つのグループに分か 
れています。 

1日8ページの絵文字一覧を見なびら、使いたい絵文字びどのグループに 
入っているのかを確かめてください。 


回按 


(グループニたベちの） 


(キャラクタ j と巧しまず。 



©( Z ) を巧して^^にし、 （1 E ) を巧します。 


3 

圃 


にしまず。 


たべもの 


ののののを巧し口 

グループ名を選びます。 

画面には目グループしか表示されてしなせん。かくれているグループを表示 


させるには、を押します。 


絵文字の番号 


を巧しまず。 



5 


6 


© © © 0を巧してに?」を探し 
まず。 

絵文字を探します。 


(1 E ) を巧します。 


圍阻ゴ 


もの 


k がな 
が3 


し百 ca 


文字を間違えたとさは 


絵文字を入れる 






























































間違った文字をなおず 


ある部分をまとめて消すには 

消したい部分のはじめと終わりを指定して、消す方法です。 

岡 「あおさおさむ」を r おさむ」にずる 
4 と巧しまず。 


ウの ( 

ム (ME) 


(V) を巧して 
を巧しまず。 


部分削除 


にし、 


操作をやめるときは ( iiQ を押します。 





の0を巧して r あ」に力ーソルを 
合わせ、尾置)を巧しまず。 

消したい部分のはじめを指定します。 


A ( Z )0 を巧してにしまず。 

4終わりを指定します。 



占袋 


おさむ 


を巧しまず。 



岡 「たらう」を r たろう」になおす 

間違った文字を消して正しい文字を入れる （r 挿入」が態) 


1 回 0 を巧して「5」に力ーソルを 

fi かな 


1 合わせまず。 

3 X 3 

ず，も二 

& 1 Vgh 

、 ■ 1 ■ 

なおす文宇に カーソルを 合わせます。 

L /1 \ 



2 

3 


(文字削除) を巧します。 

「ら」び削除され、「ラ」びつまります。 

「ろ」を入力し、または (無変換) 

を巧しまず(確定しまず)。 

「ろ」が r う」の前に入ります 



間違った文字の上に正しいで字を入れる （r 上書き」が態) 
4 回回を巧して「5」に力ーソルを 
I 合わせまず。 

なおす文字に カーソルを 合わせます。 



2 「ろ」を入力し、 儒委致 )を巧しまず 
(確定しまず)。 



「ら」が r ろ」になります 


「上書さ」で文字をなおすとさは、なおす文字数にま意してくださ 
し、なおす文字数よりち多く入力してしまラと、必要な文字まで 
新しい文字に入れ替わってしまいます。 


r - 


確定前に文字をなおすには… 


巧№1 など、文きに^■び重なってしぶとき(確定前に文きをなおすと 
きも上と同じ操作でなおします。 （確定->3目ぺージ） 


1-1 


.-I 


42 


間違った文きをなおすち法は、文きの入力方法び r 挿入」状態になっているか、 
让書き」状態になっているかで違ってきます。 


r 挿入 1 


r 上書さ ] 

文字と文字の間に新しい文字を追加し 


1® に表示されている文字を新しし、文 

て入力することびできます。 


字に入れ替えることびでさます。 

■=©©= -> =©3)©= 


'=© A ©= -► =©©©=* 

間違った文字を消してから正しい文字 


間違った文字の上に正しい文字を入力 

を入力します(その逆でも可)。 

V __ J 


し表9 〇 

V _ J 


本機は、前回使っていたときの状態を保持しています。 

r 上書き」にするとき 

4 ( S 1) 透 g ) と巧します。 


2 ( Z ) CE ) を何回か巧して園^^に 


し、 （1 E ) を巧します。 

© CD を巧して 
©©を巧して!^ 


iW 


コにし、 （1 E ) を巧しまず。 
i にし、 （1 E ) を巧しまず。 


闽 


と押して「挿入」と「上書き」を切り換えることもできます。 
「上書さ」にすると、画面左上の「かな」び反転します。 


重要^/ 「上書さ」のとさは、入力済みの文字が消されて新たな文字に入れ 
g; 替わります。間違って必要な文字を入れ替えることのないよラ 
に、文字を入力するときは r 挿入」にすることをおすすめします。 


で字が巧けていた！5… 


r 挿入」状態のとさには、文字を追加することびでさます。 
^挿入ページ） 

岡 r みん」を r みかん」にずる 

1 © CD を巧して、「ん」に カーソル 
I を合わせまず。 

「ん」の前に文字を入れるためです。 


2 「か」を入力し、 儒委致 )を巧しまず 
(確定しまず)。 


r ん」の前に r か」び入り、「みかん」になります 


I-1 


確定前に文字を追加するには… 


因因]など、文字に国び重なつてしぶとき(確定前)に文きを追加するとき I 

も、上の操作と同じ方法で追加します。 （確定->36ぺージ ）I 

_I 



3 


入力設定 


文字を間違えたとさは 


文字を間違えたとさは 































































































1 章本機のデータを利用して作る 


持ち物に貼るラベルや用透別ラベルを作つてみましよ 


本機にあらかじめ入っている文字やフオーマツトを使えば、目的にあわせていろいろなラベルび簡単に作れます。 


だ なまえラベル（->46ぺージ） 




「なまえラベル機能」では、はじめになまえを登録しておけば、すぐに呼び出して印刷することびできます。 
また、登録しておいたなまえと他の文字を組み合わせて、印刷することわできます。 


V 


ふじむろゆ U かに<や 


ふじわらゆりかのおもちや箱たくやのおもちゃ箱 


グ整理.収納ラベル（イ50ページ）こ 




身の回りのものには、「整理•収納ラベル」を貼って整理してみましよう。あらかじめ印刷内容び登録されているので、あとは呼 
び出して印刷するだけです。 


消し3ム 


タスル類 


T シヤシ 




すべての文字を消すには 

画面に表示されている文字を、画面から消します。 




3 


ら可ザ削鮮になつていることを確認しまず。 


(1 E ) を巧します。 


操作を中止するときは、透塁〇を押し 


闽ます。 

h (1^ を巧しまず。 



R かち 

お3 

、 r / 国 ■ 

日-化 ■ 

レ| \ 



画面にあった文字はすべて消えます 


が ガー デニングラベル（- ►己 1 ぺージ） 


なや観葉植物や八ーブのなまえびいろいろ登録されています。巧のタネの整理や、プランターにさす植物の名札などに r ガーデニン 
グラベル」び大活躍！ 


V 


ペンジャミン 


Benjam i n 


パシジ■ャミン 

Benjamin 

(カタカナ名） 

煤名） 

(カタカナ名+英名) 
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持ち物に貼るラベルや用途別ラベルを作ってみましょラ 


すべての文字を消すには 


3 
































































































なまえラベルを作る 

本機になまえを登録して、呼び出して印刷したり他の文字と組み合わせて印 
刷することびでさます。 

なまえは已件まで登録することびできます。 


なまえを登録して手軽に印刷する 


径 iS を押して自分のなまえや家族のなまえを登録しておけば、すぐに呼 
び出して印刷することびでさます。 

操作のしかたは、21ページ〜22ページで説明しています。 

回ふじわらのりこ 



全員のなまえをつづけて印刷する 


なまえを已人まで登録しておけば、全員のなまえを一度につづけて印刷する 
ことびでさます。 

E 例]るじわろのりこふじわらゆりかたくや市り I エミ徳川ジユン 



2 


4 


©© を巧して、「スペシャル E 口 
刷」を表示させまず。 


(1 E ) を巧しまず。 



のの を巧して EMgQll にし、 
を巧しまず。 


を巧しまず。 




(1 E ) を巧し 


まず。 

にして flD を押し 


面画]になっていることを確認して、 

どのように印刷されるかを見たいときは、 
ます。（印刷イメージを見るイ8已ページ） 

E 口刷がはじまりまず。 


E 口刷び終わった5、テープカッターを巧してテープをカット 
し、八サミなどで1人分ずつカットしてください。 


7 ( MQ を2回巧しまず。 

8 r 終了しまずか？実行/取消し」と表示されまずので、輸を 
巧しまず。 

gjjj 操作を終わらないときは ( HQ を押します。 


ド 用途別ラベル（イ54ぺージ） ' 

•用途にあわせて4タイプ日1種類のラベルび手軽に作れます。 

ビデオタイトル 

虹 f 川 Kf い 一 S が陽が《与ぎ T 可 T 言ピ—だ 


オーディオタイトル 

知化 R 距却だ/だ 


•用途別ラベルには、つぎの2つの作りかたびあります。 

フオーマツトを使う（-►日4ぺージ） 

フオーマットを選んで、画面に表示されるメッセージに従って文字を入力していさます。 

因&と青春のつイシャ匀:品?緑量農4答 


サンプルを使う（"►日6ページ） 

実際の印刷サンプルの中から使いたいサンプルを呼び出して、必要なところだけ変更して印刷することびでさますので、本 
機をはじめてお使いになるかたでち簡単にタイトルラベルび作れます。 

囚[ドキュ乂ンタリー峡湿特 d ま" r す可 


ファイルタイトル 


障ま族旅行の葱い出^ 6, Te 心:; 


名前ラベル 


けかにわ C 

辨大巧 










スリムフォーマツトラベル（ィ己9ぺージ） I 

MD や CD - R の背ラベルのような幅の狭いところに貼るラベルを作ることびできます。 
(使用でをるテープカートリッジは、3.己 mm 幅のちのだけです。） 




IBEST HIT コレクシ兰 


ドうイブ巧 I 


I 巧人ぶ美 括堤す•お童ちつ 


が：巧访1重念館] 


苗 
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なまえラベルを作る 


持ち物に貼るラベルや用途別ラベルを作ってみましょラ 


可 


心 























































































































他ので字と組み合わせて印刷する 


文字入力画面に文字び入力されていれば、登録してあるなまえを呼び出して 
一緒に印刷することびでさます。 

重要^^ • 登録されているなまえがすべて印刷されます。 

•なまえと他の文字の合計が、127文字を超えると印刷でさません。 


-を至置)を押すと、入力してあった文の文字かざりが取り消されます。 

岡 ふじわらゆりかのおもちゃ箱たくやのおもちゃ箱 


1 


文字入力画面で文字を入力-確定し 
まず。 



径至！)を巧しまず。 

© 四を巧して r スペシャル EP 刷」を表示させまず。 
(1E) を巧します。 

にし、 


5黨 


( V )を巧して 
を巧しまず。 


合成印刷 


爲 f 营 k 


6 


回0を巧して力ーソルを r の」にあわせまず。 

カーソルをあわせた文字の前に、なまえび合成されます。 


(1E) を巧します。 



を巧しまず。 


8 

Q 醒 

3ど® c ^ 


になっていることを確認して、 (1^ を巧します。 

どのように印刷されるかを見たいときは、して SE ) を押し 
ます。（印刷イメージを見るィ8已ページ） 

E 口刷がはじまります。 

印刷が終わった5、テープカッターを巧してテープをカット 
し、八サミなどで1人分ずつカットしてください。 


10 


( MQ を2回巧します。 


11 r 終了しますか？実行/取消し」と表示されまずので、尾吾)を 
I ■巧しまず。 

に操作を終わらないときは ( ME ) を押します。 


で字入力画面になまえを呼び出す 


登録したなまえを文字入力画面に呼び出すことびでさます。 


巧宗是)を巧します。 




2 


を何回か巧して呼び出したいなまえを選んで、尾置)を 
巧しまず。 


© CE ) を巧して EISaB にし、を巧しまず。 


圃 


呼び出しの操作を始める前に画面になにち文字びなかったとさは、画面 
に選んだなまえび呼び出されて、ここで操作び終わります。 


4 

四 


©© を巧して 


新規呼出し 


にしまず。 


就測 BMSW :呼び出しの操作を始める前に画面にあった文章をすべて消 
して、なまえを呼び出すとさ 

芭励 :呼び出しの操作を始める前に画面にあった文章を消さず 
に、追加してなまえを呼び出すとさ 


5 

闽 


を巧しまず。 

なまえび呼び出されます。 

手順4で「合成呼出し」を選んだときは、このあと「どこへ合成？」と表おさ 
れます。呼び出したい位置にカーソルを合わせ違豆）を押してくださ 
し、カーソルを合わせた文字の前に呼び出されます。 


登録したなまえを消す 


巧宗羣)を巧しまず。 


ft © CZ ) を何回か巧して削除するなまえを選んで、倭を)を巧し 
まず。 

0 ©©©CD を巧して國园にし、を巧しまず。 


5 


「よろしいでずか？」と表示されまずので、 gg ) を巧しまず。 

なまえラベルの操作を終了ずるときは、适 SDCig ) と巧しま 
ず。 


なまえを変更する 


径 M ) を巧しまず。 

@を何回か巧して変更ずるなまえを選んで、厚巧を巧し 


ウの C 

L まず。 


0 ( a ) ® (<：) CD を巧して^に 
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5 


し、を巧しまず。 

なまえを変更しまず。 

終わった5、屡ち)を巧しまず。 


r 滯識 


なまえラベルを作る 


なまえラベルを作る 


7 
























































整理•収納ラベルを作る 

身の回りのをのには、 r 整理•収納ラベル」を貼って、整理整頓しましよラ。 

操作早分かり 

C 1 テープカートリッジをセットする ^ 


2 dilS ) を巧す 


3巧刷したい項目を選ぶ(画面に従って選んでいく 
だけ） 


4 印刷する 


E 口刷する 


回消しコ厶 

A 廬罰硕を巧しまず。 


•収納 


闽 


画面に入力した文字びあるとさは 「入力中の文章が失われます」 といラ画 
面になります。文章を消して操作を進める場合はそのまま違查)を押し 
ます。消したくない場合は、 巧京 IQ を押してから、その文章を登録しま 
す。 （イ 93〜9日ページ） 
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こんな作りかたもあります 


用途別ラベル(定型 フォーマツ ト）で作ります。 

印刷サンプルををとにして作る方法と、フオーマツトを利用して作る方法びあります。 


促型み-マ 、がを 巧して、操作を始めまず。 


• EP 刷ヴンプルをもとに作る 


あらかじめ用意された印刷サンプルの中から使いたいサンプルを呼び出 
して、必要なところだけを変更して印刷することびでさます。 

① r 用違別ラベル」を選びまず。 

② 「サンプルから作成」を選びまず。 

③ お好みのサンプルを番号で選びまず。 

120ページのサンプルー覧から、使いたいサンプルを選びます。 

④ 必要なところだけをかえていさまず。 


フオーマツトを利用して作る 


あらかじめ用意されたフ オー マツトの中から使いたいフ オー マツトを呼 
び出して、学年•組-なまえなどを画面に従って入力していくだけで、 
かんたんになまえラベルび作れます。 

① r 用途別ラベル」を選びます。 

② r 新規作成」を選びまず。 

③ 「名前」を選びまず。 

④ お好みのフオーマツトを番号で選びます。 

⑥画面に従って文字を入力していきまず。 


「用途別ラべレ」の詳しい説明は、已4ぺージ〜已8ぺージでしています。 


2 


OCE ) を巧して g 
巧します。 


I にし、を 



0の ( 
W (m^ 


( v ) を巧して 
を巧します。 


消しゴム 


にし、 


麵出終了 


4 


前丽になっていることを確認して、 
を巧しまず。 



面厕になっていることを確認して、 

どのように印刷されるかを見たいときは、 
ます。（印刷イメージを見るィ8已ページ) 

EP 刷びはじまりまず。 


(1 E ) を巧し 


まず。 

I にして dD を押し 


EP 刷が終わった5テープカッターを巧してテープをカットしまず。 
© CE ) を巧して^にし、 （1 E ) を巧しまず。 


7「お 

/巧 


終了しまずか？実行/取消し」と表示されまずので、 gg ) を 


3しまず。 

操作を終わらないときは ( HQ を押します。 


整理.収納ラベルを作る 


なまえラベルを作る 


9 








































































1 テープカートリッジをセットする 


) 


2歷1)遷諭と巧す 


3 巧刷したい項目を選ぶ(画面に従って選んでいく 
だけ） 


i 4 印刷する 
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E 口刷する 


回ポインセチア 

A (機能) dill ) と}甲しまず。 


(カタカナ名のみ） 



gjjj 画面に入力した文章びあるとさは「入力中の文章が失われます」といラ画 


面になります。文章を消して操作を進める場合はそのまま違置)を押し 
ます。消したくない場合は、 CHS ) を押してから、その文章を登録しま 
す。 （イ 93〜9日ページ） 


2 


3 


CD CE ) を巧して 

を巧しまず。 


巧け〜ワ) 


にし、 



のの を巧して r ポインセチア 
Christmas t .」 を選び、 (実行) を巧 
しまず。 



4墓 I 


©©〇を巧して 
にし、を巧しまず。 


カタカナ 



闽 


’英名のみで印刷したいとさは 芭因の田 a にします。 

’カタカナと英名の併記で印刷したいときは田にします。この場 
合、2行で印刷されます。3.已 mm 幅テープでは印刷できません。ま 
た、フレームをつけると、テープ幅によっては印刷でさません。 


C 圓じ 

W (1^ 


になっていることを確認して、 
を巧します。 



A 面厕になっていることを確認して、を巧しまず。 

V どのように印刷されるかを見たいときは、にして違置)を押し 
ます。（印刷イメージを見るィ8已ページ） 

E 口刷びはじまりまず。 

EP 刷が終わった5テープカッターを巧してテープをカットしま 
ず。 

7 CDCD を巧して^にし、 CiP 司を巧しまず。 

8 r 終了しまずか？実行/取消し」と表示されまずので、丽を 
巧しまず。 

に操作を終わらないときは CUE ) を押します。 


で字入力画面に項目を呼び出す 


整理-収納ラベルの項目を文字入力画面に呼び出すことびでさます。 


雇垂稠)を巧します。 



収納 


2 

3 

4 


CDO を何回か巧して呼び出したいラベルのある分類を選ん 
で、 （ 1E) を巧します。 

©( Z ) を巧して呼び出したいラベルの内容を選んで、尾置)を 
巧しまず。 


を巧して阿巧にし、 (1 E ) を 
巧しまず。 

選んだ項目び文字入力画面に呼び出されま 
す。必要に応じて、修正したり印刷したりし 
ます。 



ガーデニングラベルを作る 

花や観葉植物や八ーブのなまえびいろいろ登録されています。「ガーデニン 
グラベル」は、カタカナ名表記、英名表記、カタカナ名+英名表記の中から 
お好みのスタイルを選ぶことびでさます。 


重要* 


次のようなところにラベルを貼ると、剔がれる場合がありま 
す。 

-雨があたるところ 

-植木鉢などで表面がざ5ざ5しているところ 
-±やほこりなどがついているところ 

水やりを行うときは、ラベルに直接、水がかか5ないようにし 
て < ださい。 

直射日光のあたるところでは、ラベルの色が落ちたり、印刷さ 
れた文字が薄くなる場合があります。 

植物のカタカナおよび英名は、一般的に使われている名称の一 
例を載せています。また、花•観葉植物•八ーブの分類は便宜 
的に分けたものです。 


操作早分かり 


ガ—デニングラベルを作る 




整理.収納ラベルを作る/ガ—デニングラベルを作る 












































































用途別ラベルを作る 


操作早分かり 

r 




1 テープカートリッジをセットする 
2 
3 


情型フォ-マット) を巧す 

!を選ぶ 


用途別ラベル 




J 


f 


4 


巧規作成 


を選ぶ 




(イ己4ぺージ） 


V 


5用途別ラベルの 
フオーマットを選 
ぶ 

• フオーマットを]] 8 
ページから選びましよ 
ラ。 

あとは、「用途」「規格」 
「番号」を画面に従って 
選んでいさます。 

6 画面に従って、で 
字を入力する 


J 


f 


4 


5 


サンプルか5作成 




選ぶ(->56ぺージ） 

用途別ラベルのヴン 
プルを選ぶ 

] 20ページのサンプルー 
覧から、作りたい用途別 
ラベルに近いサンプルを 
選びます。 

必要なところだけ、 
で字を変更する 


V 


J 


r 


V 


7印刷する 

8 必要に応じて本機に登録する 


J 


ビデオタイトルを作る 


フオーマツ トを 使って作る 


タイトル 


コメント1 


回 


g 愛と青春のワイシャツ：若 


年制作 
揮あきら 


ぶんるい 


コメント2 

(ビデオ/ VHS / 番号 3) 


フオーマツトを呼び出す 


(定型フォ-マット) を巧しまず。 


タト 


闽 


画面に入力した文章びあるとさは「入力中の文章が失われます」といラ画 
面になります。文章を消して操作を進める場合はそのまま違置)を押し 
ます。消したくない場合は、透塁0を押してから、その文章を登録しま 
す。（イ93〜9目ページ） 


(D CD を巧して 


用途別ラベル 


にし、を巧しまず。 


0の ( 

0 dg) 


CE ) を巧して居 
を巧しまず。 


巧規作成 


にし、 



別诗 


で字入力画面に項目を呼び出す 


ガーデニングラベルの項目を文字入力画面に呼び出すことびでさます。 


1と巧しまず。 

J 五、夕 


nffiH 


2 ©CD を何回か巧して呼び出したいラベルのある分類を選ん 
で、 （1 E ) を巧しまず。 

3 © に:)を巧して呼び出したいラベルの内容を選んで、尾置)を 
巧しまず。 

4 ©©( Z )© を巧して表記の種類を選んで、尾置)を巧しま 


5 を巧して阿巧にし、丽を 

巧しまず。 

選んだ項目び文字入力画面に呼び出されま 
す。必要に応じて、修正したり印刷したりし 
ます。 



用途別ラベルを作る/ビデオタイトルを作る 




ガ—デニングラベルを作る 































































































E 口刷するときのルールを選ぶイ印刷する 


を巧して「方向にし、 (1^ を巧しまず。 

Ifc (印刷するとさの方向を選びます。） 

縦書きにするときは 願™ にします。 

^縦書さ(イ7目ページ） 


13「裏書き Has 」 になっていることを確認し、 （1 E ) を巧しま 

裏書きにするときは、 C >^ を押して「裏書さ I にします。 

矮襲き(ィ78ぺ-ジ） 


14131じ 

"慰 


になっていることを確認して、 
を巧しまず。 



K 邸画に, 

のどのよう 


I になっていることを確認して、 （1 E ) を巧しまず。 


うに印刷されるかを見たいとさは、 

よ9 0 

(印刷イメージを見る->8已ページ） 


] にして dD を押し 


画面に r テープをカツトし[実行]」と表示されまず。 

テープの余分な剖5分をテープカッターを巧してカツトしまず。 
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4 


©〇を巧して n 

(用途を選びます。） 


i にし、 （1^ を巧しまず。 


pjji -オーディオタイトルを作るときは I 

-名前ラベルを作るときは屋圃にします。 


ファイルタイトルを作るときは、 


r wnai 

w 


になっていることを確認し、 
を巧しまず。 

(規格を選びます。） 


6 


© CD を巧して因にしまず。 

(番号を選びます。） 



ラベルの形 


で字を入れる 

タイトル-コメントなどの項目ごとに文字を入れていきます。 


を巧しまず。 


点滅しています 
(ラベルのこの部分に文字 
を入れられるといラ意味 



です） 


入力項目名一 

R かな う 

ぶんな、 

心 

V 


J 


現在入力さ 
れている文 
字数 


入力でさる 
文字数 


8 

闽 


画面の絵で字を確認して、尾置)を巧します。 

(タイトルの頭につく絵文字です。） 


ほかの絵文字に変えることわでさます。画面にある絵文字を (文字削除) で 
消し、佳豆远 D を押して好さな絵文字を入れてください。（絵文字 ">39 
ページ)また、文字や記号を入れることわでさます。 


0タイトルになる文字を入れ、 dg ) を巧しまず。 

10コメント1になる文:字を入れ、尾置)を巧します。 

11コメント2になる文字を入れ、尾置） 

11を巧しまず。 



广| 


■1 


いろいろな文字にしたい 


文字を入れているとさに、次の指定びでさます。 

•書体（フオント）を変えることびできます。（ィ日日ページ） 

•文字体(太字-白抜-影付-立体)を変えることびでさます。（イ67ぺ- 


L ■ 


ジ） 


■ 
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16 


を巧しまず。 


EP 刷が終わった5、テープカッターを巧して、テープをカット 
しまず。 

ラベルを貼る(:日ページ） 

17© CE ) を巧して^にし、を巧しまず。 

IJjgj ラベルの内容を本機の中に残しておくときは M にします。 

ラベルを登録する（イ93ページ） 


18 


r 終了しまずか？実行/取消し」と表 
示されまずので、尾巧を巧しまず。 



圃 


操作を終わらないときは ( HQ を押します。 


ヴンプルの内容を修正しなが5作る 


回 


证 

が Klh ご一词津回 

*、> 一！ 

ホ K 拓か S — 


因 

ドキュインタリー巧画時» 

巧.スバトザん 
ホ +- 9 S 行か1 


4 


イメージ表示 


ビデオタイトルを作る 


ビデオタイトルを作る 





































































13 励 


を巧しまず。 



E 口刷するときのルールを選ぶ-►巧刷する 


14®, 


CE ) を巧してにし、 (1^ を巧しまず。 

印刷するとさの方向を選びます。） 


縦書さにするときは固 


I にします。 




縦書さ(イ76ページ） 


]」になっていることを確認し、 （1E) を巧しま 


惦書き B 

裏書きにするときは、 C >^ を押して「裏書さ I にします。 

矮裏書き(ィ78ぺ-ジ） 


が邸！]じ 

の慰 


になっていることを確認して、 
を巧しまず。 



タイトルを修正する 


変更したい文字を削除しまず。 


文字を間違えたとさは(: ">40 ページ） 

\ <すべての文きを消すには(イ43ぺージ） 


ふ* 1 % 


座画特集 


4。3化 


12 サンプルのコメント2を確認、し、必要に応じて内容を変更しま 


あた5しい内容を入れていきまず。 


入れ終わった5、屋查)を巧しまず。 



10 す 
11 


サンプルのコメント1を確認し、必要に応じて内容を変更しま 
す。 

(1E) を巧しまず。 


57 


6 


圃 


画面の絵文字を確認して、倭巧を巧 
しまず。 

(タイトルの頭につく絵文字です。） 

ほかの絵文字に変えることわでさます。 


画面にある絵文字を(文字削除）で消し、 



(キャラクタ-) を押して好さな絵文字を入れ 
てください。（絵文字ィ39ページ）ま 
た、文字や記号を入れることわでさま 
す。 


1了面厕になっていることを確認して、を巧しまず。 

I/ どのように印刷されるかを見たいときは、 I て估 


dD を押し 


ます。（印刷イメージを見るイ8已ページ） 


画面に r テープをカツトし[実行]」と表示されまず。 

テープの余分な部分をテープカッターを巧してカツトしまず。 


1〇 (実行) ろ 


を巧します。 


EP 刷が終わった5、テープカッターを巧して、テープをカット 
しまず。 

ラベルを貼る（イ8目ページ） 
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CDCD を巧して^にし、 （1E) を巧しまず。 


gjgj ラベルの内容を本機の中に残しておくときは^にします。 
ラベルを登録する（イ93ページ） 


20 


r 終了しまずか？実行/取消し」と表 
示されまずので、尾豆)を巧しまず。 



圃 


操作を終わらないときは CpilT ) を押します。 


サンプルを呼び出す 


(を型フォ-マット) を巧しまず。 


闽 


画面に入力した文章びあるとさは 「入力 
中の文章が失われます」 といラ画面にな 
ります。文章を消して操作を進める場合 
はそのまま (1 E ) を押します。消したく 
ない場合は、 巧を頸つ を押してから、そ 
の文章を登録します。（イ93〜9目ぺ一 
ジ） 


撫齒£•卢 


(D© を巧して 

CD (D を巧して 
にし、を巧しまず。 


用途別ラベル 


サンプルか5作成 


にし、 （1E) を巧しまず。 


^JHSl 14.8 cffl 

a が細 


A ©(Z) を巧して、使いたいヴンプ 
^ルを選びまず。 

「用途別ラベルサンプルー覧」（ィ] 20ペー 
ジ）からサンプルを選び、サンプル No . を確 
認します。 

c (ME) を巧しまず。 



D わと 


K の'* 

ぶんるパ 

心 

い3化 


ビデオタイトルを作る 




ビデオタイトルを作る 







































































タイトルになる文字を入れ、尾查)を巧しまず。 


r 



いろいろな文字にしたい 


文字を入れているとさに、次の指定びでさます。 

. 書体（フオント）を変えることびでさます。（ィ日目ページ） 

-文字体(太字-白抜-影付-立体)を変えることびでさます。（イ67ぺ- 
ジ） 


■ J 


E 口刷するときのルールを選ぶ-►印刷する 

A の 

0 ( 印刷 


CD を巧してにし、を巧しまず。 

印刷するとさの方向を選びます。） 

縦書きにするときは 鬧™ にします。 




縦書さ （">7 目ページ） 


9 


「裏書き Haa」 になっていることを確認し、 （1E) を巧しま 
ず。 


裏書さにするときは、を押して「裏書さ 

矮裏書き(ィ78ぺ-ジ） 


哥」にします。 


イ fyiBlI になっていることを確認して 、 fssian 
11 ) 歷)を押しまず。 

イタージ亲巧 


( iDd 鏡瑚^と巧しまず。 



[ JTJ ] 画面に入力した文章びあるときは「入力中の文章が失われます」という画 
面になります。文章を消して操作を進める場合はそのまま違置)を押し 
ます。消したくない場合は、透塁〇を押してから、その文章を登録しま 
す。（イ93〜9目ページ） 


0 ( Z )© を巧して阻西にし、 （1 E ) を 
L 巧しまず。 


ラベルの種類- 


0の( 
W dg) 

4 


0 を巧してにし、 
を巧します。 

(規格を選びます。） 


( Z )© を巧して目にします。 

(番号を選びます。） 


端 > 

□ 

ラベルを貼る位置を示し 
ています 

番号 

CD - 嘴 h 

ll«4cnk 1 ~ 

P 、 

——1 


ラベルの形 


で字を入れる 

タイトル-コメントなどの項目ごとに文字を入れていさます。 


(1 E ) を巧します。 


点滅しています（ラベルのこの部分に 
文字を入れられるといラ意昧です） 


入力項目名 


\ N 

nw- \ 1 / 

-掛祝 1 

か為押た 

I 



入力でさる 
文字数 


現在入力されている文字数 


"圓| 

I I どの 


になっていることを確認して、 （ iE ) を巧しまず。 
どのように印刷されるかを見たいときは、ホか-1 ‘て赁^を押し 
ます。（印刷イメージを見る->8已ページ） 


画面に r テープをカツトし[実行]」と表示されまず。 

テープの余分な部分をテープカッターを巧してカツトしまず。 


。慰 


を巧しまず。 


E 口刷が終わった5、テープカッターを巧して、テープをカツ 
しまず。 




ラベルを貼る（イ8日ページ） 


13 

闽 


© CD を巧して^にし、 （1 E ) を巧しまず。 


ラベルの内容を本機の中に残しておくときは^にします。 


ラベルを登録する （イ 93ページ） 


14「終了しまずか？実行/取消し」と表示されまずので、丽を 
I も甲しまず。 

gjgj 操作を終わらないときは ( MQ を押します。 


スリムフォーマツトラベルを作る 

MD や CD - R の背ラベルような幅の狭いところに貼るラベルを作ることびで 
さます。 

使用でさるテープカート U ツジは、3.已 mm 幅のちのだけです。3.己 mm 幅 
のテープカート U ツジをご用意ください。 

《 CD - R ケースの厚さによっては、ラベルを貼ることびできない場合びあります。 


操作早分かり 


r 1 テープカートリッジをセットする 


い と巧す 


) 


Q 3 阻西を選ぶ 


い フ オー マツトを選ぶ 


¢5画面に従って、文字を入力する 


r 6 EP 刷する 


7必要に応じて本機に登録する 


回日 


タイトル 


コメント 


CCD - R 背/番号 2) 


4 


スリムフオ—マツトラベルを作る 


スリムフオ—マツトラベルを作る 
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5 章自分だけのデザインで作る（フリーラベル） 


自分だけのデザインでラベルを 
作つてみましよう(フリーラベル） 


お機にあるデヴィンだけでなく、自分だけのオリジナルラベルを作ってみましよう。 
雪体（フオント）を変えたり、枠やかざりをつけたりすることびできます。 


グ文字を入れる 


文字を入れたら、まずラベルをどんなかたちにするかをみめま 
しよラ。 

•1 行のラベル 


© いちごジャム® おいしいよ！ 


1 ^軽に修飾する(了レンジ機旨封 


>2行に分ける064ぺージ) 


みいちごジャムみ 
おいしし、ぶ* I 


>ブ□ックに分ける(:•♦目己ぺージ） 


みいちごジャムみ胺いしいよ1 


>ブ□ックごとに行を変える(->6己ぺージ） 


みいちごジヤ厶み 


半作 U 甲？ 

本いしいよ 1 !1 


•縦書さにする（イ76ページ） 


{> 二いお二 二^—…. 


>ラベル全体の長さを変える(イ78ページ） 




みいちごジャム©おいしいよ！！ 


書体を変えたりかざりをつけたりしてみましよラ。ラベル全 
体を修飾したいとさに便利です。 

♦書体（フォント）を変える（イ66ページ） 


みいちごジャムみがいしいよ" 


•文字体を変える(イ67ページ） 


'を.苗 ! L 


- も 


誤朦 ： ILHAh 


ク 


•文字の大ささを変える(ィ68ページ） 

•文字にフレーム（わく）をつける（イ74ページ） 


藤みいちごジャムみおいしいよ！！な 


V 




分 

だ 

け 

の 

デ 

ザ 

イ 

ン 

ベ 

ル 

を 

作 

ご 

て 

み 

ま 

し 

さ 

3 

U 

丄 

ベ 

ル 


已 
























































































印刷する 

ラベルびでさあびった 
ら、印刷してみましよ 
う。 （ィ 86ぺージ） 

登録ずる 

気に入ったラベルや、よ 
く使うラベルは、本機に 
登録しておさましよラ。 
(イ93〜96ぺージ） 


2巧上のラベルを作る 

2行政上のラベルを作ることびでさます。行を変えたいところで@を押す 
と、行び変わります。 

テープの幅によって、作れる行数はちびいます。 


テープの幅 

3.已 mm 

6 mm 

9 mm 

1 2 mm 

1 8 mm 

24 mm 

最大印刷1標準印刷 

- 

]行 

]行 

2行 

3行 

3行 

可能行数 y 自ル印刷 

]行 

2行 

3行 

已行 

目行 

日行 


•行数とテープの幅にあわせて、自動的に文字の大ささは変わります。 
•文字の大ささを自由に決めた場合を、文字の大ささは行数にあわせて自動 
的に変わります。 

• 24mm テープの 印刷幅は] 8mm テープと 同じです。 

•縮小印刷については、69ぺージ r 文きびルさいときは(縮小印刷)」を参照し 
て < ださい。 


回 


r お誕生日」と入力し、確定しまず。 

1行めを入力します。 


@を巧しまず。 



回 マークが 入ります。 

これは画面だけのしるしな 
ので印刷されません。 
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お課を日 

おめでとラ 


3 


r おめでとう」と入力し、確定しまず。 

2行めを入力します。 


作つているラベルのレ 
イアウト 

•2 行のラベルを作って 
いるといラことを意昧 
します 

•文字の大きさによって 
線の太さび変わります 


文字の大ささび行数に 
あわせて、自動的に変 
ねります 



圃 


•文字をぜんぶ入力•確定したあとに、行を分けることわできます。行 
を分けたい位置で®)を押して回マークを入れます。 

•改行を取り消すとさは、力ーソルを团にあわせて (文き削除) を押します。 


セツトされているテープ幅に合わない行数に 
すると、ちのよラな画面になり、印刷するこ 
とはでさません。そのとさは囚マークを 


度 HD で消して、行数を減らしてくださ 
し、。 



r- 




こんなラベルを作るには？ 


ジャストフイツト印刷 （68 ページ)されます 


お飄生日 

おめでと5 


アニタちやん 


L ■ 


お誕生曰回おめでとラ H アニタちゃん 

千 中 

行を分けますブ□ックマークを入れます(イ日已ページ） 


I J 


fr 


田かく設定ずるにだわり機齡 

「ここからここまではこんな文字で、ここからは…」というと 
きは、文字ごとにこまかく指定してみましよう。 


♦書体（フオント）を変える（ィ66ページ） 

参文字体を変える("^目フページ） 

•文字の大ささを変える(->68ページ） 

参文字にかざりをつける(- ♦?! ページ） 

•文字にフレーム（わく）をつける（ィ74ページ） 

•ブ □ ックの長さを変える(ィ78ページ） 

•文字やブ□ックの間隔を変える（->82、84ページ） 


必見, 

嫌纖酷 


り窗単しシ巧 


•縦書をにする （イ 76ページ） 

•ラ5おもてを逆さまにする（《»78ページ） 


! !も^ J 巧みサた二さ U み 


•余白の長さを変える （ィ 83ページ） 
•ラベル全体の長さを変える （ィ 78ページ） 
•文字のバランスを整える （イ 82ページ） 


讀啦一 


た娜つッ戒 


V 


麵ィメ-ジを見る I 

印刷する前に、どのように 
印刷されるのかを画面で見 
ることびでをます。 

(イ8己ページ） 



( こんな見かたをあります) 

ラベル全体のレイアウトを 
表示させることびでさま 
す。（イ8己ページ） 



ぶ\ 




已 


自分だけのデザインでラベルを作つてみましよう(フリ—ラベル) 


2行：^上のラべルを作る 


S 











































































































































つづけて、「りんごジャム」と入力し、確定します。 


あんずジャム B り 


んごジャム 


ブ□ックマーク 

「あんずジャム」と「りんごジャム」は別々のブ□ックになります。 
gjjjj ブ□ックを取り消すときは、力ーソルを H に合わせて (文字削除) を押します。 


ブ□ックでラベルをステキにしよう！ 


ブ□ックごとに長さを変える（イ80ぺージ） 


3年目組猫西はるお03年日組猫田はるお 


段組のラベルを作る（ィ64ぺージ） 


お詔生日 

おめでと5 


アニタちやん 


あんずジャムりんごジャム 


あんずジャム H りんごジャム 


カーソル 


ブロックマーク 

cm ggp と押して マークを 入れます 


し 


. J 
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「 


1 


文字を入力したあとで、ブ□ックに分けることちできます。分けたい位置 
にカーソルを移動させ、 （ SD 弓呈 P と押します。 


文章をブ□ックに分ける 

ブロック 


巧 s た B 
H け . 9 


H U んごのジヤ厶。いしい J 


r 作った曰： H 1 己. 9.23」 r りんごのジャム」 r おいしいよ！」は、それぞれ独立 
したかたまりです。このかたまりをブ□ックといいます。文字をブ□ックで 
分けて組み立てることにより、ブ□ックごとに長さをこまかく指定したり、 
いろいろな行数を組み合わせたりしてラベルを自由に作ることびでさます。 


文章をブ□ックで分けるには 


岡 あんずジャムりんごジャム(を別々のブ□ックに分ける) 
4 「あんずジャム」と入力し、確定しま 

I ず。 



と巧しまず。 

「あんずジャム」び1つのブ□ックにな 
りまず。 


カーソルの 位置が何ブ□ッ 
ク目にあるかを表します。 



ブロ ックマーク 

画面だけのしるしですので 
プリントされません。 


書が(フオント)を変える 

「漢字」 r ひらびな-カタカナ」「数き-アルフアベット」それぞれの文きのかた 
ち(書体)を変えることびでさます。 


闽 


書体を変えるには、アレンジ機能とこだわり機能の2つの方法びありま 
す。 

重要^/書体を指定すると、ラベル全体の文字が指定された書体になります。た 
感 だし、指定した書体に対応していない文字(下表の「一」）は、指定前の書 
体のままになります。 

また、画面のシンボル(丸ゴシック/明朝)は、漢字の書体について表して 
います。 


書体は次の1日種類から選べます。 


体 

才 

ン 

卜 

香 

変 

元 

る 


丸ゴシック 


明朝 


てびさ 


ボンジュ-ル 


メ □デイ 


パレット 


プ□デュ-ス 


STENCIL 


目 . SCRIPT 


R . STR 0 KE 


数字•アルファベット 


PM 1 :〇〇 


PMlrOO 


PM ! :〇〇 


PM 1 :〇〇 


PM /:00 


PM 1 :〇〇 


PM 1 :〇〇 


PM1:00 


PM1 \00 


PMI :〇〇 


ひらがな-カタカナ 


5んちタイム 


らんちタイム 


ろんタタイム 


ら A ； ち9イム 


らんろタイム 


らんちタイム 


ち 


漢字 


昼食 


昼食 
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アレンジ機能で書体を変える 


回 



(てびき) 


文字を入力•確定し、 反に易) を巧し 
まず。 



©CD を何回か巧して g 


田にし、 （1^ を巧しまず。 


3 


E 


(1)〇を巧して35^にし、 踊 
を巧しまず。 

唾塁 D を巧ずと、で字入力画面に戻 
りまず。 


だわり機能で書体を変える 




文字を入力•確定し、歷1)違鼓を 
巧しまず。 


©CD を巧して^^^にし、 （1E) を巧しまず。 
©CD を巧して gEHS にし、を巧しまず。 
)0 を巧してにし、 ® E ) 


h (S)CE) を巧 

>を巧しまず。 



已 


文章をすべて完成させたあとで、ブロックに分けるには 


文章をブ□ックに分ける 





























































































































4 


5 


CDCD を何回か巧して^因にし、を巧しまず。 

国にし、 (1E) 


©〇を巧してI 
を巧しまず。 



の回を巧して「プ」に力ーソルをあわせまず。 

文字体を変えるはじめの文字を指定します。 


0 (ME) 


を巧しまず。 



7 ©CD を何回か巧して HBEHa にしまず。 

文字体を変える終わりの文字を指定します。 

8 を巧しまず。 

gjg 文宇体の指定を取り消すときは、手順4で 因 にします。 

A 手順1〜8と同じ操作で「ありがとう！」を影付にしまず。 


文さの大まさを変える 

本機では、文字の大きさをまめないで印刷すると、自動的にテープ幅と行数 
にあわせて、最適な文字の大ささで印刷されます（これを、 ジャストフイツ 
卜巧 刷といいます)。 

ジャストフイツト印刷ではなく、自由に文字の大ささをまめることもでさま 
す。 

文字の大きさを変えるには、アレンジ機能とこだわり機能の2つの方法びあ 
ります。 


アレンジ機能 


文字の大ささ 

プリント例 

特 

(4 X 4 倍） 

あんすジャム 

大 (3 x 3 倍） 

あんすジャム 

中に X 2 倍） 

あんすジャム 

ル (1X1 倍） 

あんす ジャ厶 


アレンジ機能で文字の大ささを指定すると、ラベル全体の文字の大 
^ ささが指定されたサイズになります。 


文字体を変える 

入力した文字の、文字体を変えることびでさます。 


圃 


文字体を変えるには、アレンジ機能とこだわり機能の2つのち法びあり 
ます。 

重要^/ •アレンジ機能で文字体を指定すると、ラベル全体の文字が指定さ 
が れた文字体になります。 

-こだわり機能で文字体を指定すると、文字単位で範囲を指定する 
ことがでさます。 

-縮小巧刷される文字の文字体を変えると、文字が欠けて巧刷され 
ることがあります。 

文字体は次の已種類から選べます。 


標準 

プしゼントありがとラ! 

1 

• 

太字 

プしゼントありがとラ! 

1 

• 

白抜 

:/ I レ ftyih 靈)も J 颜た賣! 

1 

影付 

ブレ墙ン huy 鄉控 3 )i 

1 

立体 

プ U ゼン h 寂 y がと5! 


圃 


文字体を変えると、画面上に「*」びつさます。 



アレンジ機能でで字体を変える 


アレンジ機能で文字体を変えると、ラベル全体の文字体び変わります。 

回プしゼントありがとう！ 


(太き） 


文字を入力•確定し、 反に万) を巧し 
まず。 


苗^ 


©CD を何回か巧して^因にし、倭吾)を巧しまず。 


0 (Z) 

W dg) 


© を巧して 


A 太字 


にし、 


dll] と巧しまず。 


R かみ* 

か3 14»3 cni 

りがとう！^ 


こだわり機能でで字体を変える 


文字単位で文字体を変えることびでさます。 

回プレゼント® y 鄕援39 

1文字を入力•確定し、歷©透赛と 


巧しまず。 


IHESnH64 


(Z)© を何回か巧して^^^にし、 （1E) を巧しまず。 


文字体を変える/文字の大ささを変える 


g 


文字体を変える 









































































闽 


‘倍率マークは画面だけのしるしですので、印刷されません。 


’文字サイズの指定を取り消すとさは、倍率マークを は韩 U 除) で消します。 
または、アレンジ機能で「ジャストフィツト」サイズに指定します。 


こだわり機能でで字の大きさを変える 


岡 「あんずジャム」の r あんず」を 2 X 3 にずる 


1 


文字を入力•確定し、歷1)透 g ) と 
巧しまず。 



2 ©〇 を何回か巧して^^^にし、 （1 E ) を巧しまず。 

3 ©© を何回か巧して EEE にし、を巧しまず。 


4 


圃 


を巧して且にしまず。 

縦の倍率を指定します。 


直接数字を入力することちでさます。 



5 CD を巧してカーソルを r 横」（且)にあわせまず。 

gjjj 数字を入力したとさは、自動的に「横」の倍率の数値び反転します。 


6 


且になつていることを確認し、尾置)を巧しまず。 

横の倍率を指定します。 


■7 ©〇を巧して「あ」にカーソルを 
i あわせ、 SE ) を巧しまず。 



8 


大ささを変えるはじめの文字を指定します。 


( D ( D を巧して Eaas にし、を巧しまず。 

大きさを変える終わりの文きを指定します。 


闽 


範囲の指定は、ブ□ックをまたびって行ラことはできません。（ブ□ック 
イ日已ぺージ） 


9 


© CD を巧して、画面を確かめま 
ず。 


倍率マーク . 


文字倍率 



ジャストフイット マーク 


文字倍率/倍率マーク：指定した文字の大ささを数字で表します。 
ジャストフィットマーク：自動的につきます。このマークよりうしろの文 
字はジャストフイツト印刷に従った大ささで印 
刷されます。 


闽 


’倍率マークやジャストフ イツ トマークは画面だけのしるしですので、 
印刷されません。 

’文字サイズの指定を取り消すとさは、倍率マークを は字削除： )で消しま 
す。 

’アレンジ機能で文字サイズを「ジャストフイツト」に指定すると、文中 
の倍率 マークび すべて消え、ジャストフ イツ トの状態に戻ります。 


こだわり機能 

文字の大ささを1 XI 〜 4 X 目倍まで変えることがでさます。 

重要^/ -こだわり機能で文字の大きさを指定すると、文字単位で範囲を指 
感 定することができます。 

-こだわり機能での文字の大ささの指定は、テープ幅により指定で 
さる文字の最大の大ささが異なります。 


テープの幅 

6 mm 

9 mm 

1 2 mm 

1 8 mm 

24 mm 

最大倍数(縦 X 横） 

1 X 6 

2 X 6 

3 X 6 

4 X 6 

4 X 6 


圃 


縦書きと横書きでは、印刷結果び異なる場合びあります。例えば、] X 
2と指定すると、横書きでは横長に、縦書きでは縦長に印刷されます。 


X 2 (横書き） 


X 2 (縦書さ） 


んザ y 市 


の一如。もづ 






文字が小さいときは(縮小印刷） 


「行数を多くする」、「3.已 mm 幅テープを使ラ（ス U ムフ オーマツ ト)」と文 
字は縮小印刷されます。 

♦セツトされているテープカート U ツジのテープ幅によって、縮小印刷さ 
れるかどうかは異なります。（目4ページ参照） 

•縮小印刷されるときは、分数でイメージヤー表示され、文字倍率に「ル」 
か表71^ごれます。 イメ —ジャ—表71^ 



し 


縮小されることを示します（この場 
合は、縮小サイズ1 XI 倍で印刷さ 
れます。）。 


♦縮ル印刷される文字は、次のよラになります。 

•フオントの設定は、無効です（すべて同じフオントで印刷されます）。 

• 文字体または文字修飾を設定すると、されいに印刷でさないことびあります。 
•絵文字は、きれいに印刷できないことびあります。 


アレンジ機能でで字の大きさを変える 


岡 「あんず」を特にする 

文字を入力•確定し、り石!^を巧し 


1 


まず。 

( Z )© を何回か巧して 



サイス 


にし、 （1 E ) を巧します。 


3 


©©を巧して 制•似1 に 文字倍率 

し、を巧しまず。 

( HE ) を押すと、文字入力画面に戻ります。 

文字倍率/倍率マーク：指定した文字の大さ 
さを数字で表します。 倍率マーク 
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已 


特 4 X 4 倍 


文字の大ささを変える 


〇 


文字の大ささを変える 













































































r ■ 


■ T 


文字の大きさが大きすぎたときは… 


ミ夫めた文字の大ささびテープの幅に収まらないとさは、次のよラな画面に 
なります。 

テープの幅にあった大ささに自動的に変わる 


ミ夫めた文字の大ささ 


巡り 7石 

擺ん进も 


. J 


文宇にかざ0をつける 

文字にあみめを重ねたり、下線をつけたり、わくをつけたりすることびで 
さます。 

文字のかざりは、1文字ごとにつけることびでさます。 


網掛 

下線 

枠付 

クッキー 

クッキー 

クッキー 


闽 

重要 iZr 


文字にかざりをつけるときはこだわり機能で行います。 

-絵文字、縮小印刷される文字、縦が4倍の大ささの文字に下線や 
わくをつけると、文字と重なります。 

-ブ□ックとブ□ックをまたがって文字にかざりをつけることはで 
さません。（ブ□ックイ目已ページ） 


[ィ讀 、' j キ'~ 


文字を入力•確定し、歷©透鼓と 


U しまず。 



©©を何回か巧して^^^にし、を巧しまず。 
を何回か巧して [ S 3 にし、 （1^ を巧しまず。 


CD ( D を何回か巧して in に 
し、を巧しまず。 

どのかざりにするか選びます。 



( DCS ) を何回か巧して、カーソルを r ク」にあわせまず。 

かざりをつけるはじめの文字を指定します。 


SE ) を巧しまず。 



© 〇を何回か巧して® EH にしまず。 

かざりをつける終わりの文字を指定します。 


(1 E ) 


を巧しまず。 



广| 




こんなかざ0ちつけ5れます 


網掛、下線、枠付のかざりを重ねてつけることちでさます。 ] つのかざり 
をつけたあとに、つづけて別のかざりを重ねてつけます。 


「網掛」と「枠付」を重ねてつけると • 


をキンたし 


《3つのかざりを重ねてつけることもでさます。 

- 2行しソ上の文字(イ64ページ）にわくをつけると… 
「チキン」と「カレー」それぞれにわくをつける 


をキ V 


クい J 

「チキン@カレー」とつづけてわ < をつける 


チキン1 

カレー 


L. 




文字の大ささを変える/文字にかざりをつける 




文字にかざりをつける 


2 








































































指定したで字かざりを取り消す 


すべてので字かざりを取り消す 

議"飾り 

4 d© 透菱)と巧しまず。 


一部ので字かざりを取り消す 

湿到 斗 歴豆 

4 ( MM ) 遠菱)と巧しまず。 


(D© を何回か巧して 


文字設定 


にし、 （1E) を巧しまず。 


2 (D© を何回か巧して 


文字設定 


にし、 


(1E) を巧しまず。 


3 ©〇を何回か巧して [isa にし、を巧しまず。 


3 ©CD を何回か巧して、胃にし、を巧しまず。 


(Z)© を巧して I 


取消し 


にし、を巧しまず。 


5 (DO を何回か巧して、文字かざりを取り消したいはじめの 
文字にカーソルをあわせ、屋置)を巧しまず。 


倍 


©を巧して取り消したいで字かざりを選び、倭ち)を巧し 


C を巧して、文字かざりを取り消したいはじめの文字に 

V力ーソルをあわせ、 gg) を巧しまず。 


文 



D 

を 

二) 


i 


C (Z)© を巧して、で字かざりを取り消したい終わりので字に 
V力ーソルをあわせ、 （1E) を巧します。 


6 ©© を巧して、で字かざりを取り消したい終わりので字に 
カーソルを あわせ、 (文字削除) を 巧します。 


已 
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文字にフレームをごける 

文章にいろいろなフレームをつけることびでさます。 
フレームー覧 (-> 1日9ぺージ） 


アレンジ機能でフレームをつける 


プしゼントありがとラ!鹽 


フレームは、アレンジ機能、こだわり機能の、どちらでをつけることび 
でさます。 


4 文字を入力•確定し、を [2D を巧し 
I まず。 




フレームの種類 

イラスト 

% プしゼントありげとラ！綺 

义 かざ0 

言 I プしゼントあ U びとラ！ I 

I 

忘 をじたんい 

i を洽愈な洽渝汾馈を會冷 

重要 • 3 .已 mm 幅のテープでは、フレームをつけることはできません 
g； - 2行 m 上の文章に、ちじたんいフレームをつけることはでさません。 

- 6mm 幅のテープではちじたんいフレームをつけることはでさません。 

-フレームをつけると、つけていないときより長く印刷されます。 

テープ幅と印刷できる行数(ィラスト、かざりフレームの場合） 


テープの 幅 

6 mm 

9 mm 

1 2 mm 

1 8 mm 

24 mm 

最大印刷行数 

]行 

2行 

4行 

已行 

已行 


已 


©CE) を何回か巧して 


フレ—ム 


にし、 （1E) を巧しまず。 


3 


©〇を何回か巧して 
し、 （1E) を巧しまず。 
フレームの 種類を選びます。 


イラス 


田に 




4 © © CD CD を何回か巧して 
> 「^P 」 にし、を巧しまず。 

唾塁 D を巧ずと、で字入力画面に戻 
りまず。 



闽 


フレームをつけると、画面ちに「>」びつきます。 


( フレーム 

ft か& — ^ 

3 X 3 17, 

がくとうし 

\_ J 












































































こだわり機能で フレームを つける 


文字かざり-文字体-書体などで文字を変えてからフレームをつけると、 
より ユニークな ラベルびでさあびり ます。 

ただし、文字かざりでかざりをつけた文字を「ちじたんいフレーム」印刷す 
ると、文字のかざりび取り消されて印刷されます。また、「枠付」をつけた 
文きを「イラストフレーム」や「かざりフレーム」印刷すると、わくび取り消 
されて印刷されます。 


闽 


文字かざり（イ71ページ） 
文字体(イ日7ページ） 

書体 (">6 目ページ） 


L. 
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フレームのついたで字をもとに戻す 


フレームをつけた文字ををとに戻すことびでさます。 


1 反丘万) を巧しまず。 

gjgj こだわり機能でももとに戻すことびできます。 


2 (1：)〇を何回か巧して 

0 ©CD を何回か巧して 

W 厘 


フ レー ム 


付けない 


にし、 （ 1E) を巧しまず。 


にし、を巧します。 


を押すと、文字入力画面に戻ります。 
画面のちの「フレーム」の > び消えます。 


縦書をのラベルを作る 

ラベルはふつう横書さで印刷されますび、縦書さで印刷することちでさま 
す。 


pTj ] 縦書きのラべ>1レを作るには、 斥 こ/たて) とこだわり機能を使うの2つの方 
法びあります。 

重要::-縦書きと横書きのまざったラベルを作ることはできません。 


径をを)を巧して縦書きにする 


回 I 巧定 le 栅赢 


文字を入力•確定しまず。 


A (ょこ/たて) を巧しまず。 

-縦書さを指定すると、画面ちに「>」びつさます。 



横書きに戻すときは、もう一度巧 こ/たて) を押します。 


回滅プしゼントありがとラ！ 


1 


文字を入力•確定し 、 (ME 
巧しまず。 



(D© を何回か巧して 


文字設定 


にし、 （1E) を巧しまず。 


©〇を何回か巧して 


フ レー ム 


にし、を巧しまず。 


4 


©© を何回か巧して 
し、 （1E) を巧しまず。 
フレームの 種類を選びます。 


イラスト 



5 


©(Z )©© を何回か巧してにし、 （1 E) を巧しま 
ず。 


文字入力画面に戻ります。 


闽 


フレームをつけると、画面ちに「>」びつきます。 



已 


文字にフレ—ムをつける 


「_ 


r _ 


文字にフレ—ムをつける/縦書さのラベルを作る 


6 
































































こだわり機能で縦書きにする 


ラ S おもてび逆さまなラベルを作る 

別売の布転写カート U ツジを使って、八ンカチや T シャツなどにプ U ントす 
るとさは、うらおもてび逆さまなラベルを作ります。 


重要令ラベル全体がう5おもて逆さまな文字になります。 


回 |t：r r が〉ゴ 

r 文字を入力•確定し、 （ H ) 透鼓と 
巧 



3しまず。 


2 © CD を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 

3 ©CD を何回か巧して^^にし、 （ 1E) を巧しまず。 

4 ©〇 を巧して、にします。 

5 を巧しまず。 

じ © CD を何回か巧して^にし、を巧しまず。 


ラベルの長をを巧める 

ラベルは入力した文字数にあった長さで印刷されますび、必要なとさは、自 
分で長さをまめることをでさます。 

ラベルの長さをミ夫める方法 

参ラベル全体の長さを自由にミ夫める 

参ブ□ックの長さを基準にラベル全体の長さを巧める 


ラベル全体の長さを自由に決める 


(なが £) を押してずめる方法と、こだわり機能で巧める方法びあります。 


( MD を巧して長さを自由にミ夫める 

重要；;'この方法で長さをミ夫めると、自動蜘こ割付が r 均等」になります。 


文字を入力•確定しまず。 


(なが 幻 を巧します。 



縦書さで、ラらおもて逆さまなラベルを作るとさは… 

① 手順 5 のあと、ののを何回か巧して田岡にし、違置)を押す。 

② © CS ) を何回か押してにし、違置)を押す。 


文字を入力•確定し、 （ H ) 透菱)と 
巧しまず。 



2 © CD を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 

3 ( Z )© を何回か巧して因园にし、 （1 E ) を巧しまず。 

4 ( S )© を巧して^^にし、を巧しまず。 

C ( Z )© を何回か巧して^にし、 （1 E ) を巧しまず。 


圃 


「横書き」にもどすときは、手順 4 のときに、にします。 


^こんなラベルが作れます- 


S のご田 


(キャラクタ-) を押し、記号の数きから「10」を呼び出す 
「月」を入力する 


(キャラクタ-) を巧し、記号の数きから「14」を呼び出す 
「曰」を入力する 


(よこ/たて)を押す 


ラらおもてが逆さまなラベルを作る/ラベルの長さを決める 


縦書さのラベルを作る 


7 


























































ブ□ックの長さを基準にラベル全体の長さをミ夫める 


ブ□ック>目已ページ)の長さをまめることにより、ラべ>1レ全体の長さをま 
めることびでさます。 

• 複数のブ□ックの長さを変えるとさは、それぞれのブ□ックの長さを1つ 
1つまめます。 

•ブ□ックの長さは、こだわり機能でまめます。 

•ラベル全体の長さびまめられているときは、ブ□ックの長さを変更してを 
ラベル全体の長さは変わりません。（一78ページ） 

ブ□ックの長さを巧めると… 

ラベルの長さが自動的に決まる。 

4 文:字を入力•確定し、ブ□ックに分 
I けまず。 

ブ□ックマーク 


2 


L 



ブロツクの分けかた（->6已ページ） 


長さを決めるブ□ックに力ーソルを移動しまず。 

そのブ□ックの中ならばカーソルの位置はどこでをかまいません。 


3 d © 透鼓と巧しまず。 


©〇を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 



©〇を何回か巧して I 


I にし、 （1 E ) を巧しまず。 


8 


OCD を巧して Eg にし、を巧しまず。 


© を巧しまず。 

数字び反転します。 

© CE ) を巧して、数字を希望の長 


さに変えまず。 

[ jjj ] -数字キーを押して直接入力することち 
でさます。 

-ブ□ックの長さと入力されている文字 
により、次のようになります。 


[ 目 . 日 cm] 

t 

指定通りに印刷 




お誕生日 




(2 .日 cm] 

t 

文字を横方向に縮め 
て指定通りに印刷 


1 .日 cm] 

指定した長さよ 
り長く印刷 


お誕生目 


雛日 


9 


(1 E ) を巧しまず。 

操作を終えるときは、 mm を巧して^にし、 ( H ) を押します。 


3 ず 


©〇を巧して、長さを設定しま 


©を押すと短く、 CS ) を押すと長くなりま 
す。 


もホを mwamm 

余白 


圃 


文字数に合わない長さにすると、左のカッコび消えます。 

‘長さを短くしたい場合は、先に手順4、5でを白「ル」に設定すること 
をおすすめします。 

’数字キーを使って直接長さを入力することちでさます。 

‘オーディオやビデオのタイトルにあった長さになると、該当するを称 
が表示されます。 

ミニ DV の背ラベルに適した 
長さであることを表してい 


ます 


[ 籍 r 



4 


5 


( Z ) を巧しまず。 

を白を設定する画面になります。 


鑑苗> 




( Z )© を巧して、余白を設定します。 

余白の種類を選びます 


令照!余白について(一83ぺージ） 

0 (1 E ) を巧します。 


こだわり機能で長さをミ夫める 

こだわり機能でラベルの長さを巧めると、文字のバランスは自動 
的に変わりません。 

変えたいとさは、82ページを参考に操作してください。 


文字を入力•確定し、歷1)遠鼓と 
巧しまず。 



0 ( Z )© を何回か巧して胃にし、 （1 E ) を巧しまず。 

ク （ DCE ) を何回か巧して^ H 励こし、を巧しまず。 
4 CD © を巧して Wg にし、を巧しまず。 
r © を巧します。 

J 数字び反転します。 

e ( Z ) CD を巧して、数字を希望の長 
0さに変えます。 

闽 


数字キーを押して直接入力することわで 
さます。 



文字数に合わない長さにすると、左のカツコが取れます 
(指定した長さより長く印刷されます） 




L ■ 


(1 E ) を巧しまず。 

わう一度違看)を押すと、大文字入力画面に戻ります。 


印刷すると" 


•入力されている文字数び多いとさは、ミ夫めたラベルの長さよりち長く印 
刷されることびあります。 
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ラベルの長さを決める 


§ 


ラベルの長さを巧める 


医.□ック長 





























































































大 （2 mm ) 


ル （1 mm ) 


無 （0 mm ) 


くま吉のはちみつ 


^ 「くま吉のはちみつ」の夕字と夕字の間隔を r 無 (0 mm )」 
にずる 


4 文字を入力•確定し、歷©透鼓と 
I 巧しまず。 



© CE ) を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 


4 © CE ) を何回か巧して閣にし、を巧しまず。 

C ©CD を何回か巧して^にし、 （ 1E) を巧しまず。 


© CD を何回か巧して 


文字間隔 


にし、を巧しまず。 


<ま吉のはちみつ 


くま吉のはちみつ 


文をと文をの巧隔を決める 

文字と文字の間隔をミ夫めることびでさます。 


文をのバランスを整える 

ブ□ック長を固定したとさや、2行於上のラベルを作るとさは文字のバラン 
スを整えて、カツコよくすることびできます。 

文きのバランスを整えることを r 割付」といいます。 


左寄せ 


ち寄せ 


曰ち11曰 
テスト 

中寄せ 

曰ち11曰 
テスト 




日月11曰 
テスト 

均等 

8月11曰 
テスト 


重要ぶ/ブ□ック（->6已ページ）ごとに決めることはできません。 

が 

岡 中 S せにずる 
1 文" 

I 巧 I 


文字を入力•確定し、（11)透蔓と 
3しまず。 


i&r 


4 


© CD を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 

© CD を何回か巧して團旧にし、を巧しまず。 

© CD を何回か巧して因^にし、 （1 E ) を巧しまず。 
割付の種類を選びます。 


CD CD を何回か巧して^にし、 (1^ を巧しまず。 


广| 


■n 


印刷すると" 


• ミ夫めたブロックの長さにあわせて、 
ラべ) レ全体の長さび変わります。 


決めたブ□ックの長さ 

k ->1 


3年 B 組) i 田はるお 


し 


文字数によっては長くなる 
•入力されている文字数び多いとさ k ->1 

は、ミ夫めたブ□ックの長さよりも「 3 年 B 組袖はるお/おとしも(制 

長く印刷されることびあります。-1-1 


決めたラベルの長さを取り消すときは 


ラベルの長さをミ夫めた後に、その指定を取り消すことびでさます。 
指定を取り消すと、入力した文字数にあった長さで印刷されます。 

1 ( H ) 透 i ) と巧しまず。 

2 (S)CE) を何回か巧して胃にし、 （ 1E) を巧しまず。 

0 ©〇を何回か巧して、 L 〜，い-1 dg ) を巧しまず。 


©〇 を巧してにし、 （ 1E) を巧しまず。 


4 

c 飄 

0文字7 


になっていることを確認し、 （1 E ) を巧します。 
文字入力画面に戻ります。 


ミ夫めたブ□ックの長さを取り消すときは 


ブ□ックの長さをまめた後に、その指定を取り消すことびでさます。 
指定を取り消すと、入力した文字数にあった長さで印刷されます。 

重要^/ラベル全体の長さが巧め 5 れているときは、ブ□ックの長さを取 
^ り消してちラベル全体の長さは変わりません。 


@1) 透鼓と巧しまず。 


( DCD を何回か巧して胃にし、 （ IE ) を巧しまず。 


回0を何回か巧して、 


ブ□ツク長 


にし、を巧しまず。 


( Z )© を巧してり 


] にし、 （1^ を巧します。 


5 


( DCE ) を巧して^にし、 （1 E ) を巧しまず。 
文字入力画面に戻ります。 


文字と文字の間隔を巧める/文字のバランスを整える 


ラベルの長さを巧める 


が 







































































ブ□ックとブ〇ックの間隔を決める 


広い （4 mm ) 


普通に mm ) 


密着 （0 mm ) 


モ堂リンブ 




A 0 巧 
おヒめ座 


4 mm 


モ堂リンブ 


AB 型 
おとめ座 


廿 


2 mm 


千堂リンが B とも; 应 

■-— 0 mm 


^ 「千堂リンダ」と 「 A 巨型おとめ座」との間隔を r 広い （ 4 
mm )」 にする 


1 


文字を入力•確定し、ブ□ックに分けまず。 


ブ□ックの分けかた(イ日已ページ） 

(5® 透鼓と}甲しまず。 


2 



© CE ) を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 


© CD を何回か巧して 


ブ□ック間隔 


にし、 (1^ を巧しまず。 


©〇を何回か巧して因田にし、 gg ) を巧しまず。 


© CE ) を何回か巧して^にし、を巧しまず。 


を白の長をを巧める 


1 1 


1文字を入力•確定し、歷1)透鼓と 

常交換曰言弓 

► 

1巧しまず。 


余白 


余白 


大 （19 mm ) 


ル （3 mm ) 


送り無 


背交換日記 


ぶ交換日記 


を交換曰記ち交換 I 


] 回目の印刷 


2回目の印刷 


重要、令•「送り無」を選んだときは、巧刷したあとに、必ずテープ送り 
g； 0^87ページ）をしてください。 

- r ル」を選んだときは、印刷するときに r テープをカットし[実行]」 
と画面に出ます。テープカッターを巧してテープをカットし、 
gS) を巧します。 

[ jTj ] 電源を入れたとさのはじめのを白をミ夫めることびでさます（基本を白 
じりィ] 04ぺージ)。 


t 例]前後のを白を r ル (3 mm )」 にする 


こだ帕 


4 


©© を何回か巧して胃にし、を巧しまず。 
© CD を何回か巧して国司にし、を巧しまず。 


( Z )© を何回か巧して曲にし、 （1 E ) を巧しまず。 
を白の種類を選びます。 


P © CD を何回か巧して^にし、を巧しまず。 

廊巧 でも、を白の指定びでさます。 


ブ□ツクとブ□ツクの間隔を決める 




ま白の長さを決める 


S 






















































自分でデザインしたラベルを EB 刷する 

ラベルの内容びでさあびったら、印刷してみましよう。 

重要、^/巧刷する前に、テープ出□がものなどでふさがっていないことを確 
かめて < ださい。 


E 口刷する 


テープカートリッジびセットされていることを確かめ 、 dD 
を巧しまず。 




テープカート U ッジをセツトする （イ] 9 ページ） 


2 © CZ ) を巧して n 


リにし、 （1 E ) を巧しまず。 


印刷がはじまりまず。 

文字び多かったり、くりかえして印刷したりすると、印刷中にかしのあいだ 
止まることびあります。 


[ jTj ] •印刷を途中でやめるときは、 （ MQ を押します。 

を押してにし、印刷イメージを見ることもできま 


す(ィ8已ぺージ） 
•©〇を押して I 
ことちでさます。 


レイアウト表示 


し、ラベルのレイアウトを確認する 


重要、シ印刷中は電源を切5ないでください。 


ラベルをカツトする 

重要^/ラベルのを白を「送り無」としたときは、 (11) と押してテープ 
^ を空送りしてください。 


3 


テープカッターを巧して、テープを 
カットしまず。 

•テープを切るときは、本機をかたむけない 
で < ださい。 

•テープカッターを強く押さないでくださ 
し、。 


ラベルを貞占る 


4 


八サミなどで、好きな大きさ-かた 
ちにしまず。 


5 


テープの裏をはがしてラベルを貼り 
まず。 





•ラベルのかどをおりまげると、裏紙びはびしやすくなります。 

•一度貼ったラベルをはびすと、貼っていた場所にラベルのノ U びのこるこ 
とびあります。 


ブ□ック、行数、文きの大ささ、余白など、そのラベルびどのようなレイア 
ウトで作られているのかを画面で見ることびでさます。 

ブ□ック （ィ 日已ページ）行数 (ィ64 ページ） 

^文字の大ささ （イ68 ページ）を白（- >83 ページ） 


ラベルの内容を作りまず。 

フ U —ラベルを作っていた場合は旬雨)を押します。 


2 © CZ ) を何回か巧して [ 


す。 


左端から数えたとさの画面の順番 


大 


ブ□ック-行数など/ 
ラベル全体のかたち 


] にし、 SE ) を巧しま 

余白の種類 

画面に表示されている部分の長さ 


も巨こ • 


画面からかくれている部分び 
あるときに点灯します 


ラベルのかたちを確かめまず。 


闽 


ラベルの内容び長いときは、四を押して、 
画面からかくれている部分を見ます。 


( 

N 

2 ホ IS.Vtm 

面 ■■ 



J 


ラベルのかたちを確かめた5、质 MUD を巧しまず。 


どんなラペルになるのかを画面で見る 

ラベルびどのように印刷されるのかを、印刷する前に画面で見ることびでさ 
ます。 


E 口刷イメージを見る 


書体、文字体、文字かざり、フレームなど、どんなデヴインで印刷されるの 
かを画面で見ることびでさます。 


ラベルの内容を作りまず。 

フ U ーラベルを作っていた場合は (印刷) を押します。 


2 


ちの画面になった5、00を巧 
I ，て wogg 漏にしまず。 


0 (ME) 

0 ラベル; 


を巧しまず。 

くルびどのよラに印刷されるのか、そのイ 


メージび画面にあらわれます。 



イメージが流れます 


4 


じっくりと見たい部分が流れてきた 
5、屋置)を巧して画面の流れを止め 
まず。 



その部分が止まります 


もラー度違置)を押すと、再び続きのイメージび画面に流れます。 
操作をやめるときは、 巧を IQ を押します。 


已 


レイアウト表示 


印刷レイアウトを見る 


自分でデザインしたラベルを印刷する 




どんなラベルになるのかを画面で見る 


g 





































































次のようなちのや場所にラベルを貼 5 ないでください。 
g ； -直射日光や雨があたるちの 
-ひとや動物のか5だ 
-他人の家のへいや電柱など 

とくに公園*駅などでラベルを貼るのはやめてください。 


テープを白紙で送る 


印刷する前、した後に、テープを白紙で送ることびできます(テープ送り）。 





■n 


ラベルのを白を r 送り無」と ミ 夫めた5、かな5ずテープ送りを！ 


ラベルのを白を「送り無」とミ央めたときは、印刷び終わったら必ずテープ送 
りをしてください。テープ送りをしないでテープをカットすると、思った 
ところとはちびう位置でカツトされてしまいます。 




ラベルのを白（イ83ページ） 


ラベルが貼りにくいものは… 

•表面びヴラヴラしているところ 

•表面に水や油、ホコ U などびついているところ 

•特殊なプラスチック材料（シ U コン系- PP 材など) 


J 


重要、シ 


クラフトシール、フアンシーテープはテープ送りがでさません。 


と巧しまず。 

テープが約20.0 mm 送られまず。 























